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始まりは脅迫状




平凡女子ですが、気づいたらクールな御曹司に溺愛されていました









［著］幸村真桜

［イラスト］亜子














　もくじ





第一章

第二章

第三章

第四章

第五章

第六章


















第一章












　佐藤さとう華はなは、平凡をなによりも愛している。

「えい、うわ、よいしょ……やったー!!　勝った!!」

　ベッドにバタリと倒れ込み、ガッツポーズする。一人暮らしをしているワンルームの部屋に、勝利のファンファーレが響く。しばし勝利の余韻に浸っていたが、ムクリと起き上がって時間を確認する。

　時刻はすでに、六時を過ぎていた。目当ての敵を倒すのに一時間もかかってしまった。華は生粋のゲーム好きだが、上手というわけではない。むしろその逆。〝下手のヨコ好き〟という言葉がしっくりくる。

　だからオンラインゲームには決して手を出さない。きっと、相手の足を引っ張ってしまうから。週末は一人暮らしをしている部屋から一歩も出ずにゲームに没頭するのが華の幸せだ。

「よし、アイテムも手に入った。……なんて、完璧な休日」

　ニンマリと笑って、華は再びゴロリと床に横になった。平日は仕事をし、休みの日は家でゲーム。今年で二十八歳になる女性の休日としては、寂しいのかもしれない。だが、価値観は人それぞれ。

　これが華の平凡で最高な人生の過ごし方だ。こんな毎日が、これからも続いていくと思っていた。






　月曜日。

　華は電車に揺られながら職場に向かっていた。華の勤める三門ＭＳ株式会社は医療機器の開発、製造販売を主としている。海外にも支社を持ち、従業員は約千人。最近、医療システムの開発、運用を提供する部門もできた。

　業績もうなぎ登りで、業界でも動向が注目されているらしい。それも、次期社長と言われている現在の開発事業部の部長の手腕だそうだ。

　だが、経理部の末端社員である華が知っていることは彼の名前くらい。彼女は基本的に自分の趣味以外に興味はない。

〝佐藤〟という日本一多い名字の華が、名前がかっこいいからという理由で就職した会社だ。趣味に勤いそしむためのお金が稼げればそれでいい。

　今日は雨だ。六月も半ば。なんとも梅雨らしい天気だ。服についた雨を払い、欠伸を噛み殺しながら社員証をかざし女子更衣室に入る。

　昨夜は夜更かしをしすぎてしまった。もうひとつの趣味である読書を、少しだけと始めてしまったのがよくなかった。

　読み始めてしまったら止まらなくなってしまうことなど分かりきっているのに。学習しない自分に呆れながら、事務服に着替えようとロッカーを開ける。鞄を置き、着ていたジャケットを脱いだところで見慣れないなにかを見つけた。

　それは、ロッカーに備えつけられている鏡に貼りつけられていた。黒地に繊細な模様が描かれていて、シーリングワックスで封がしてある。なかなか凝ったデザインだ。

　こんなもの、金曜日に退社したときにはなかった。不審に思いながら、中身を確かめようと封筒を手に取る。

　表と裏を確認するが、宛名も差出人の名前もない。

「……佐藤さん？」

　封を開けようとしたところで後ろから声をかけられ、華はビクリと肩を震わせた。振り返ると、同じ経理部の先輩である山田やまだ理沙りさが立っている。

「ずいぶん早く出社するのね……」

「満員電車が苦手なもので。山田さんこそ、今日は早いんですね」

　学生時代からなぜか痴漢に遭うことが多く、華は混む時間帯を避けて出社する。逆に、理沙はギリギリで、更衣室で会うのも初めてだ。

「今日はなんだか早く目が覚めたから。……それ、なに？」

　華が持っている黒い封筒を見て、理沙は顔をしかめた。

「私にもなんだか分からないんです。着替えようとしたらロッカーの鏡に貼りつけてあって。今、中身を確かめるところです」

「えぇ。それって、ちょっと気持ち悪くない？　そのまま捨ててしまったら？」

　理沙の言うことも一理ある。だが、なぜこんなものがロッカーに入れられていたのか。なにが書かれているのか。華はそちらのほうが気になる。

「いえ、捨てるにしても内容を確かめてからにします」

　そう言って、華は封を切って中身を取り出した。

　なんの変哲もない白い便箋。指先で厚みを確かめて、なかなか上等なものを使っているなと感心する。

　二つに折られていたそれを開くと……。

『三門宗二郎に近づくな。さもないと恐ろしいことがその身に起きるぞ』

　ドラマでしか見たことのない、新聞や雑誌の見出しを切り貼りして作られた文章。確か、筆跡を残さないために使用するという話だったか。

　作るのが大変そうだが、もしかして今はアプリを使えば簡単にできるのかもしれない。そんなことを考えながら、書かれた文字を何度も読む。

〝三門みかど宗二郎そうじろう〟

　その人物は、華も知っている。現社長の息子で、会社の核である開発事業部の部長。とても優秀で、彼が社長になるなら三門ＭＳも安泰だと言われている。

　華にとっては、同じ会社にいても一生関わることのない雲の上の人物。顔もよく知らないし、もちろん話したこともない。

　なのに、なぜこんなものが華のロッカーに入れられているのか。

「これって……脅迫状？　佐藤さん、三門部長と面識があるの？」

「いえ、まったく」

　この会社に就職して早六年。真面目に働いてきたし、職場の人間関係にも問題はない。こんなものが届く心当たりは一ミリもないのだ。

「まあ、なにかの間違いでしょう」

　そう結論づけて、華は封筒ごとゴミ箱に捨てようとした。

「ま、待って。せめて三門部長に報告しておいたほうがいいんじゃない？　もしかしたらなにか困っていることがあるのかもしれないし、犯人についてなにか分かるかも。佐藤さんだって、気になるでしょう」

「いや、面倒くさい」

　理沙に捲したてられ、つい本音が漏れてしまう。大人しく真面目という印象の華の言葉に驚いたのだろう。理沙が目を見開いた。

「……佐藤さんて、そんな人だったの？」

「あ、あはは……。えー……あ、そうだ。それならうちの課長に報告して、三門部長に伝えてもらいます」

　そう言った華の腕を、理沙がガシッと掴んだ。

「そんなことをしたら余計面倒くさいことになるわよ。本当にイタズラかもしれないし。とにかく一度三門部長に話をしたほうがいいわ。私も一緒に行ってあげるから」

「はぁ……まあ、顔が分からないのでそれは助かります」

「え！　三門部長の顔を知らないの!?　嘘でしょう？」

　それから華は、理沙に三門宗二郎という人がいかに素晴らしい人物なのかということを力説された。顔もイケメンで、非の打ち所がない。次期社長ということもあって、恋人の座を狙っている人も多いという。

　もしかすると理沙もそのひとりなのかなと思いながら、華は適当に相槌を打ち続ける。

　経理部の自分の席に座ったのは就業開始時間ギリギリで、華はすでにグッタリと疲れ切っていた。

　月曜日からこんな面倒なことに巻き込まれるなんて、本当に最悪だ。まあ、この件も優秀で完璧な三門部長に報告すれば終わり。

　今日は夕方に、ハマっているアプリゲームの大幅アップデートがある。ストーリーの続きと新しい機能が追加するのをずっと楽しみにしていたのだ。

　まずは目の前の仕事を片付けなければ。新事業が始まってから、経理部も処理しなければならないものが増えて忙しくなった。

　愛用の眼鏡をかけ直して、華はパソコンのキーボードを打ち始めた。






「佐藤さん！　行きましょう！」

　終業時間の少し前。勢いよくデスクまでやってきた理沙に、華は面食らった。

「いや、私まだちょっと仕事が……」

「そんなの後！　三門部長、今なら定例会議が終わってリフレッシュルームにいるから。行くよ！」

　理沙に腕を引っ張られて、なかば強引に経理部を出る。ただでさえ月曜日は申請書類が多いというのに。これではアプリゲームのメンテナンスが終わる時間に間に合わない。

　本当になんて最悪な日なのだ。理沙に引っ張られながら、華は大きなため息をつく。

「ここよ。あ、三門部長！」

　理沙の言う通り、目的の人物の姿はリフレッシュルームにあった。

　切れ長の瞳に、高い鼻梁。雑誌のモデルだといわれてもおかしくないほど整った容姿をしている。背も高く、スタイルがいい。理沙によると、一八〇センチを超えているとか。

　スーツと眼鏡がこんなに似合う人を、華は初めて見た。紙コップを持って立っている姿が妙に様になっていて、女性にモテるというのも納得できる。

（気難しそうなイケメン眼鏡キャラ……）

　まるで恋愛ゲームの登場人物のようだ。ヒロインだけに優しい、という感じだろうか。そんなことを考えていると、突然、里沙に腕を引っ張られた。

「あ、あの！　この子が、お話があるんです」

「え、ちょっと……」

　心の準備もないまま前に押し出され、華は焦った。あんなに張り切っていたくせに、本当についてきただけか。内心呆れたが仕方がない。当事者は華なのだ。

「初めまして、経理部の佐藤です。突然で申し訳ありません。単刀直入にお聞きしますが、なにか女性トラブルにお困りではないですか？」

「……佐藤……君が……。唐突に、なんの話だ？」

　宗二郎の顔が、険しくなる。突然、初対面の相手にこんな訳の分からないことを言われたらそうなるのも当然だ。ひとりでうんうんと納得しながら、ポケットから例の脅迫状を取り出す。

「今朝私のロッカーにこんなものが入れられていまして」

　差し出すと、華の顔をジロリと見てから宗二郎はそれを手に取った。

「私は三門部長とはなんの接点もないですし、なにかの間違いだと思うんですけど。これで万が一なにか問題が起きても大変ですので、こういうことがあったということだけお知らせしておこうと思いまして。それでは……」

　言いたいことは伝えたとその場を去ろうとしたが、宗二郎が笑みを浮かべたのを見て、つい足を止めてしまう。今の話に、笑うところなどあっただろうか。

「なるほど。君の言う通り、たしかに女性トラブルとやらに困っている」

　イケメンは声までいいのか。低めの声に、なぜだか背中がゾクリとする。しかし、本当にそんなことが起きているとは。理沙の言う通り、報告しておいてよかったかもしれない。

「それは大変ですね。あとはどうされるかお任せしますので」

　そう言うと、笑顔を引っ込めた宗二郎が華の渡した脅迫状をぐしゃりと握りつぶした。驚いて目を見開くと、宗二郎が華のことを睨みつけてきた。

「次の社長に決まってからの数年、あの手この手を使って俺に近づいてこようとする女性が後を絶たない。媚を売られ、待ち伏せされ、尾行までされる。まったく、迷惑極まりない」

「それはそれは」

　さすがハイスペック男子、モテるの次元が違う。それはそれで大変なのだなと、苦々しげに顔を歪める宗二郎を見て、少し同情してしまう。

「今度は脅迫状まで自作するとは。呆れたものだ。優秀な頭をこんなことに使うなんて……がっかりだ」

「……は？」

　宗二郎の言葉を、頭の中で反芻する。

（脅迫状を自作？　誰が？　私が？）

　つまり、華が彼に好意を持っていて、自分で脅迫状を自作してここにきていると宗二郎は言っているのか。ありえない言いがかりだ。あまりの怒りに、華は拳を握ってブルブルと震えた。

「ふん、泣いても同情はしない。女の涙ほど信用できないものは……」

「……ふざけるな！」

　怒りが頂点に達した華が叫ぶ。華をバカにしたような目で見ていた宗二郎が、その様子に驚いたのか目を見開いた。

「私が、あなたを？　冗談じゃない。すべての女があなたに好意を持っているとでも？」

「い、いや……。そんなことは」

「恋愛になんて、一ミリも興味はないけれど。私があなたみたいな〝普通じゃない男〟を好きになるなんて、天地がひっくり返ってもありえない」

「ふ、普通じゃない？　それはどういう……」

　宗二郎がなにか言っているが、頭に血が昇りきっている華の耳には届かない。

「こっちはねぇ、あなたのおかげで大事なゲームのアップデートに間に合わないのよ！　だけどあなたになにかあったらいけないと思ったからわざわざ伝えにきたのに……」

「ゲーム？　君……その……」

　クールで滅多に表情を崩すことのない宗二郎が、地味な女子社員に押され狼狽している。他の社員が見ていたら仰天するであろう。理沙もどうしたらいいのか分からないのだろう。オロオロとふたりの顔を見比べている。

　そんなことには気づきもせず、華は宗二郎の手からぐしゃぐしゃになった脅迫状を奪い取った。
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「骨折り損とはこのことだわ。どうも、失礼しました！」

　宗二郎に背を向けて、出口近くにあるゴミ箱にそれを投げ捨てるが……力が入りすぎた。縁にあたり床にコロリと落ちる。

「あー、もう！」

　イライラしながら今度は丁寧に投げ入れ、無事に納まったのを確認してから、リフレッシュルームをあとにする。

　こんなに怒りを感じたのは、いつぶりだろう。自分のデスクに戻り、それを原動力に一気に仕事を終わらせる、パソコンの電源を切り、ふと理沙の席を見る。あれから彼女はまだ戻ってきていないようだ。

　それにしても……あの男。なにががっかりだ。とんだ言いがかりをつけてきて。思い出すだけで腹が立ち、持っていたボールペンを無意識に握りしめる。

　だが、もう関係ない。やるべきことはやったのだ。デスクの上を片付けて、華は会社を出て帰路についた。






　次の日。華は暗い気持ちで仕事をこなしていた。

　昨日は散々な一日だった。脅迫状に関連する一連の出来事についてはもういい。忘れる。最悪だったのは、楽しみにしていたゲームで惨敗したことだ。

　華がハマっているゲームは、ガチャで強いカードを手に入れバトルに勝ちストーリーを進めていく。様々なキャラクターがいて、どの人物も魅力的だ。もちろん華にも推しキャラがいる。

　大国のプリンスでありながら、クーデターに巻き込まれ存在を忘れられた哀れな王子様。

　黒髪に碧眼で、クールで涼やかな見た目が好みなのはもちろん、とにかく境遇が不憫なのだ。そこがたまらない。

　新しいストーリーの解放に伴ってカードも追加されたのだが、その推しているキャラクターのカードが出なかった。イラストも非常に美しく絶対手に入れると意気込んでいたのに……。限界まで課金しても出ることはなかった。

　おまけに、バトルに勝てないためストーリーも進められない。アップデートですべてのキャラクターを強化していないと厳しい難易度に設定されたのだ。ほぼ推しに全力の愛を注いでいた華は当然詰んだ。

　目当てのカードは手に入らない、ストーリーは気になるところから進まない。本当に散々だ。

　悲しい気持ちを引きずりながら、黙々と仕事をこなす。だが、昼食を食べ終える頃には、これはゲームへの愛を試されているのだと思えるまでメンタルが回復した。帰ったら、気持ちを新たに育成に励もう。

「佐藤さん、ちょっといい？」

　気持ちが高揚し始めたときに、理沙に声をかけられて華は顔をしかめた。

「ちょっと、そんなに露骨に嫌な顔しないでよ。私、一応先輩よ」

「……すみません」

　昨日本性を見られているからもうそこまで取り繕う必要はない。一応謝るが、表情はそのままだ。

「まあ、いいけど。仕事が終わったあと、時間ある？　三門部長が昨日の件について話をしたいとおっしゃっているのよ」

「ええ!?　もういいんですけど……。山田さんに伝言をお願いしちゃダメですか？」

「私もそれは提案したけど、どうしても佐藤さんと話がしたいって」

　そう言われて、華はガクリと項垂れた。どうやら回避は難しいらしい。

　一体、なんの話があるというのか。これ以上、面倒ごとに巻き込まれるのはごめんだと思いながら、華は深いため息をついた。






「昨日は、すまなかった」

　待ち合わせたカフェで顔を合わせるなり頭を下げた宗二郎に、華は面食らった。

「あ、あの……」

「君は俺のことを顔さえ知らなかったのだろう？　それなのにあんな決めつけたような言い方をして。自意識過剰だったと自分でも思う」

　本当に申し訳なさそうな顔をする宗二郎に、なにを言われるのかと身構えていた華は肩の力を抜いた。昨日、華がリフレッシュルームを去ったあと、理沙が宗二郎に詳しい事情を話したようだ。今日も華を心配してか同席してくれている。

「言い訳になるが、兄が失踪してから女性に過剰なアピールをされることが多くて。自分で思っているより参っていたみたいだ」

　宗二郎が眉間に皺を寄せて、小さく頭を振る。本当に困っているようで、心の中に残っていた怒りの感情が急速になくなっていく。

　そういえば、宗二郎が次期社長と言われるようになったのはここ一、二年のことだ。開発事業部の前任の部長がある日、突然出社してこなくなりちょっとした騒ぎになったことがあった。

　それが彼の兄であったらしい。宗二郎がその後釜におさまり、すぐに騒動は収まった。元々社内の出来事に興味の薄い華は、そんなことがあったことさえも忘れていたのだ。

　それにしても……。

（本当に、顔がいいな）

　黒髪に切れ長の目。二次元であれば色がついていて欲しいところだが、黒い瞳が彼の魅力を引き立てているように思う。クールな外見は、見れば見るほど華の好みだ。だからと言って、どうこうしようとは思わないが。

「こちらこそ、失礼なことを言ってすみませんでした。……それで、例の脅迫状についてなのですが。やはり、私は誰かと間違われたんだと思うんですよね。宛名はなかったので確実ではないですが……」

　実は、華と非常に名前が似た人物が社内にいるのだ。たまに間違って華の元に書類が届くことがあるし、ロッカーの位置も近い。

「受付の、佐藤華絵はなえさんよね。三門部長、彼女となにか接点が？」

　理沙がそう尋ねると、宗二郎は顎に手を当てて少し考え込んだ。

「受付にいる……髪の長い女性か？　住んでいる場所が近いのか、コンビニなんかで会うことはあるが、そういうときは挨拶くらいは交わすこともある。だが、彼女が恋人と一緒に歩いているのを見かけたこともあるし、アピールをされたこともないな」

「彼女に間違われた線が濃厚だと思ったんですけど……。もしかして、三門部長と佐藤さんがコンビニで遭遇したのを見た犯人が、ふたりの仲を勘違いしてこれを出したとか？」

　華がそう言うと、宗二郎が顔をしかめた。黙りこくってなにか考える姿に、心当たりがないわけではないのだなと思う。

　そういえば、尾行されることがあると言っていた。聞けば、休日も誰かに見られているような気配があるという。それはもう立派なストーカー行為ではないか。

「昔から、なぜか少し過激な女性に好かれることが多くて。軽く女性不信になっているほどだ」

　ははっと自嘲的に笑う宗二郎を見て、華の胸になにかが刺さる。

　彼は、もしやリアル不憫イケメンなのでは……？

　不覚にもときめきそうになり、華は慌ててそれを打ち消した。二次元と現実を一緒にしてはいけない。あれは架空の世界だからいいのだ。

「念のため、受付の佐藤さんにも注意喚起をしておいたほうがいいかもしれないですね」

「ああ、そうだな。それは俺がしておこう」

「お願いします。では、私はそろそろ……」

　帰って推しを補給しなければ。昨日のダメージがあるから、ふいにリアルに現れた好みのキャラに惹かれてしまうのだ。立ち上がった華を、宗二郎が慌てた様子で制止する。

「待ってくれ。もし、またなにかあったときのために連絡先を教えておいてくれ」

　いきなり宗二郎にそう言われて、華は露骨に顔をしかめた。理沙に脇を肘で小突かれて、慌てて表情を取り繕う。

「いやぁ……もうなにも起こらないと思うので大丈夫ですよ」

「なにもなければそれでいい。だが、ないとも言えないだろう」

　確かに言えない。うまい反論が思い浮かばず、華は渋々鞄からスマートフォンを取り出した。

「あ、わ、私も！　佐藤さん、面倒くさがって連絡を怠りそうなので」

　理沙も派手なショッキングピンクのカバーのついたスマホを差し出す。その通りすぎてぐうの音も出ない。たった二日で、理沙は華の性格を大分理解したようだ。

　そんな華の様子を見て、宗二郎は理沙にも教えておいたほうが妥当だと判断したようだ。

　こうして三人で連絡先を交換して、華を家まで送るという宗二郎の提案を断って帰路に着いた。

「今日がまだ火曜日とか、信じられない」

　濃厚な二日間を過ごし、強い疲労を覚える。シャワーを浴びてからゲームをする元気もなく、華はすぐにベッドで眠ってしまったのだった。

















第二章












　土曜日の昼下がり。

　華は都内のカフェで本を読んでいた。梅雨も明け、季節は夏。

　脅迫状事件から一ヶ月。あれから何事もなく平和な日常を過ごしている。実際の脅迫状の受取人であろう受付の佐藤華絵にも、特に変わったことは起こっていないようだ。

　宗二郎からはまだ華を心配する連絡がくるが、彼の心情を思えばそれも当然だ。いつも誰かに監視されているなんて、考えるだけでゾッとする。

「華、お待たせ」

　その声に顔を上げると、母の夕子ゆうこが笑顔で手を振っている。本を鞄にしまい、腕時計を確認する。

「二十分遅刻。本当にお待たせされたわ」

「ごめん、ごめん。髪のセットに時間がかかっちゃって。あー、もう華ってばまたスッピン？　それにまたそんな地味な格好して」

　ブラウンのサマーニットにデニムのロングスカート。よく言えばシンプル、悪く言えば夕子の指摘通り。だが、別にどこもおかしくなんてない。

「華は絶対、明るいパステルカラーが似合うのに。その色、一番似合わない色よ。顔がくすんでるし、クマも目立つ。髪だって、もう少しアレンジしたら？」

「遅れてきたくせに、うるさいなぁ。私はこれでいいの」

　イメージコンサルティングサロンを経営している夕子は、メイクやファッションにとても敏感だ。会う度にこうやって必ずいろいろと文句を言ってくる。どんなに指摘されようと華は自分のスタイルを崩さないのだから、そろそろ諦めてほしい。

「小さい頃はオシャレだったのに。なんでそんなふうになっちゃったのかしら」

　はあっと眉を寄せながらため息をつく夕子を、冷めた目で見つめる。

　この世に生を受けて二十八年。幼い頃はそれなりに、自分は特別だと思っていた。勉強も運動もできるほうで、小学生の頃はクラスの中心的存在だった。

　自分が平凡な人間だと気がついたのは、中学生のときだった。なにかきっかけがあったわけではない。ただ、上には上がいるということに気づいたのだ。

　成績は上位であったが、一番はとれなくなった。所属していたバスケットボール部でも、エースにはなれなかった。だが、人生で初めての挫折……とはならなかった。

　華は考えた。一番になることを自分は求めているのか。答えは否、だ。中学生にして彼女の将来の夢は、堅実に生きていくことだった。勉強だって運動だって、それなりにできればいい。

　華がそういう考えに行きついたのには理由がある。それは、母である夕子の存在だ。

　華の父、佐藤和樹かずきは医師で、非常に真面目な性格だ。日々全力で人命救助に励んでいる父を尊敬しているし、彼女の自慢でもある。

　そして今目の前で不満そうに唇を尖らせている母、夕子。彼女の人生のテーマは〝恋〟だ。それは母親になってからも変わらず、夕子の心変わりが原因で華が幼い頃に両親は離婚した。

　和樹に引き取られた華は、突然母と暮らせなくなったことに大きなショックを受けた。心が不安定になり、カウンセリングに通ったこともある。

　離婚理由を知ったのは、高校を卒業する頃だ。ずいぶん身勝手だとは思ったが、彼女を嫌いになることはできなかった。

　それは一切、夕子のことを悪く言わなかった和樹のおかげだろう。夕子からも、きちんと愛情を感じていたということもある。恋人ができても、華という存在を疎かにしたことは一度もない。

　恋愛至上主義の夕子の生き方は現実主義の華にはなんとも理解しがたいが、だからこうして定期的に会っているのだ。

「娘が冷たい。彼とは別れちゃうし、なにかいいことないかしら」

「また？　今年で何人目よ？」

　頬づえをついて、ため息をつく夕子に華は呆れた目を向ける。今年に入ってこのセリフを聞いたのは何度目だろう。指折り数えてみるが、途中で面倒になりカフェオレに手を伸ばす。

「よく飽きもせず同じ失敗を繰り返せるよね」

　失敗は成功のもとというが、人間とはこんなに成長しないものか。何度反省しても本に夢中になって寝不足で仕事に向かう自分を棚にあげて、華はそう言った。

「お母さんはね、ずっと運命の王子様を探しているのよ」

　目をキラキラさせてそういう夕子は、娘の目から見てもかわいらしい。齢五十近い者の発言としては相当痛いと思うが、これも彼女の魅力なのだろう。男が途切れないのも理解できる。どうせ、次の目途もついているに違いない。まったく羨ましくないが。

「華だって、もう若くないんだから頑張らないと。婚活市場はサバイバルなのよ。まだ二十八歳じゃない。もうなの。磨けばかわいいのに、野暮ったい格好ばかりして。せめてコンタクトにしたら？」

「結婚とかまったく興味ない。それに、目に異物を入れるなんて信じられない」

　娘にそう思わせてしまったのは自分だという自覚があるのか、この話をすると夕子はいつもバツの悪そうな顔をする。今はなんとも思っていないが、幼い頃は別れのときに毎回泣いていたのだ。

「目に異物とか、言っていることがお父さんとまったく一緒。私服は黒と茶色ばかりだし。結婚はともかくもっとかわいい格好を……そうだ、今度うちのサロンにきなさいよ。それから買い物に……」

「絶対、嫌」

　即答する華に、夕子が悲しそうな顔をする。少しだけ心が痛むが、華は彼女の理想の娘にはなれない。嫌いだと思ったことはないが、父似の華は夕子とは根本的に合わないのだ。

　それでも月に二回ほど、こうして時間を合わせて一緒に食事をする。恋愛の話ばかりで辟易するが、娘と恋バナをするのが夢だったという夕子へ、華なりの親孝行だ。






　夕子とランチを済ませ、華は本屋に向かっていた。

　今日は、華が一番好きな作家の新刊が発売される日だ。幅広いジャンルを書いていて、一度頭の中を覗いてみたいと思うほど才能溢れる作家だ。

　今回は恋愛もののようで、そういった類を一切読まない華もこの作家のものだけは読んでいる。

　小説コーナーでお目当てのものを見つけ、華はほっと息を吐いた。売り切れていないか心配だったが、最後の一冊のようだ。

　今回の装丁も美しい。本当は朝一で本屋に行くつもりだったが、楽しみすぎて寝つけず寝坊してしまったのだ。

「あっ」

　手に取った瞬間、聞こえた声に振り返ると背の高い男の人が立っていた。

「……三門部長？」

　私服で髪もセットしていないから一瞬分からなかったが、宗二郎に間違いない。銀縁眼鏡の奥の目が、大きく見開かれる。

「君は……」

「あ、け、決してつきまとっていたわけじゃありませんから。断じて、これは本当に偶然です」

　ストーカーに間違われてはたまらないと慌ててそう言うと、宗二郎がふっと笑った。幻かと思うほどすぐに無表情になってしまったが、驚くほど印象が違った。

　もっと、ちゃんと笑った顔が見てみたい。ふいに浮かんだそんな気持ちを、華は慌てて打ち払った。

「それは分かっている。店に入ってきたのは、君のほうが先だろう。それより、その本……」

「あ、もしかして三門部長も買うつもりでしたか？」

　頷いた宗二郎を見て、どうするべきかを考える。ここは将来の社長に恩を売っておくべきか。だが、もし他の本屋で売り切れていたら……。

「ふふっ」

　突然聞こえた笑い声に、華は顔をあげた。笑ったと思ったが気のせいだったのか、宗二郎は真顔だった。

「考えていることが、全部顔に出ているぞ。俺も、ここが三軒目なんだ。朝一で行きたかったが、少し用事があって」

「そうだったんですね。あ、じゃあ私は他を……」

　持っていた本を渡そうとすると、宗二郎が首を横に振った。

「この辺の本屋は見て回った。他も売り切れている可能性が高いだろう。今回の作品は、久々の恋愛ものということで注目度も高いしな」

「確かに……。ああ、ネットも一時売り切れになってる」

　いつもここまでの争奪戦になることはないのだが、以前発売したものが映画化されているので人気が上がっているのだろう。作者のこだわりなのか、まだ電子での配信もないのだ。

「それなら……私が買って、三門部長にお貸しするのはどうでしょう？」

　華の提案に、宗二郎が驚いた顔をする。

「いいのか？」

「はい。楽しみにしていた気持ちは同じですよね。なんなら、先に読んでいただいても……」

「そんなわけにはいかない。それなら、代金は俺が支払おう。ちょっと待ってて」

　華の手から本を取り、宗二郎は会計に行ってしまった。止める間もなく、呆然とその後ろ姿を見送る。

　人気作家とはいえ、宗二郎もあの作家のファンだとは。まさか本の貸し借りをすることになるとは思いもしなかった。そんなことを考えていると、宗二郎がカバーのかかった本を持って戻ってきた。

「はい、これ」

「あ、ありがとうございます。あの……月曜日にはお持ちしますので」

「そんなに急がなくても構わないよ。それより……このあと時間はあるかな？　少し、君と話がしたいんだ」

　突然の誘いに面食らう。だが、本の代金まで出してもらっていては断れるはずもない。

「はい、大丈夫ですよ」

　華が答えると、宗二郎はホッとしたように表情を緩めた。すぐに気難しい顔に戻ったが、どこか雰囲気が柔らかい。初めて会ったときの尖った印象とはまるで違う。こちらが本来の彼なのだろうか。

　近くにあるカフェに入り、注文を済ませる。ここでも、宗二郎が当たり前のように支払いを済ませてしまった。立場を考えればそうせざるを得ないのかもしれないが、華としては申し訳なさすぎて居たたまれない。

「なにからなにまで……すみません」

「こちらから誘ったのだから、気にしないでくれ。本当に飲み物だけでよかったのか？」

「はい、お昼を食べたばかりですので」

　華の答えに宗二郎がピシリと固まった。眉間にシワが寄り、表情が険しくなる。

「もしかして……誰かと会っていたか？　もし、その……恋人との時間を邪魔していたなら……」

「そんなものはいないので大丈夫です。ちょっと母と会っていて。どうぞ、お気になさらず召し上がってください」

　華の答えに、安心したように表情が緩む。そんな宗二郎の変化には気づかず、華の視線は彼の注文したホットサンドに注がれている。

　三角に切られた間からチーズと卵がトロリと零れ落ちている。見た目百点。とても美味しそうで、ぜひ一度食してみたい。店内の雰囲気もいい。家からそう遠くないし、今度ひとりで訪れてみよう。

「そうか、お母さんと……。じゃあ、遠慮なく。その後、なにか困ったことはないか？」

「特には。三門部長こそ、大丈夫ですか？」

　宗二郎の顔が、露骨に曇った。まあ、そうだろう。女性と些細な接触をしたのを見ただけで脅迫状を送ってくる人物だ。そう簡単にあきらめたりしないはずだ。

「警察に相談したりはされてないんですか？」

「していない。経験上……この程度のことで動いてくれないのを知っているからな。きっと、あの脅迫状もイタズラだろうと言われて終わりだ。特に大きな被害があるわけではないし。後をつけられて監視されているくらいだ。たいしたことではない」

　それでも十分異常だと思うのだが、一体宗二郎はどれだけ不快な思いをしてきたのだろう。

「ちなみに犯人に心当たりは？」

「昔の恋人がストーカー化したことはあるが、解決済だ。定期的に復縁を迫ってくる人もいるが、今回は社内の人間だろう。後をつけているのも果たしてひとりなのか……。ところでいつもロッカーに鍵はかけていないのか？」

「出社後はかけています。帰るときは盗られるものもないからそのままですね。今までそれで問題なかったので、そういう人も多いと思います。三門部長は、今現在何人くらいの女性からアプローチを受けているんですか？」

　そう聞くと、宗二郎は難しい顔で考え込んでしまった。

「……分からない。決して自慢ではないのだが、この状態が当たり前で感覚が麻痺している。忙しくて、この問題に取り組む時間も惜しい。興味もないから、誘いをしてくる女性の顔もよく覚えていないんだ。すまない」

「謝らないでください。三門部長はなにも悪くないんですから」

　そう、彼にはなんの責任もない。むしろ同情する。イケメンも大変だ。今も、まわりの女性たちの視線が宗二郎に向けられているのが分かる。

　そして、一緒にいる華に対してはなぜこんな地味な女がという声。コソコソ話しているつもりだろうが、案外聞こえるものだなと思いながらアイスティーを一口飲む。

　言われても当然だから傷つきはしないが、少し落ち着かない。気を紛らわせようと、意味もなくストローで氷を回してみる。

「ひとつ、聞いてもいいだろうか？」

「はい。なんです？」

　ホットサンドを食べ終えた宗二郎の言葉に、華はピタリと動きを止めた。

「君は、俺のことを〝普通じゃない男〟と言ったよな？　あれは、どういう意味だろうか……」

「あー……あれですか。すごく失礼なことを言いましたね。ごめんなさい。三門部長がおかしいとかではなくてですね。その若さでうちの花形部署のトップですし、社長の息子で、次期社長じゃないですか。おまけに顔もいい。平凡とは真逆。それって私の中では、普通とは違うっていうか……」

　華は、自分がどれだけ平凡を愛しているかを熱心に説明した。華の話を真剣に聞いていた宗二郎は、それを聞いて納得したように頷いた。

「普通は最強、か。分かる気がする。それで言うと俺は普通、とは違うな」

　まさか賛同してもらえるとは思わなかった。嬉しくなって笑顔になるが、宗二郎がどこか悲しそうな顔をしていることに気がついて、すぐにそれを引っ込める。

「……俺だって、平凡で普通の生活を送っていたかった。俺は、幼い頃から……常に兄のスペアだった」

「スペア？」

「ああ。俺が次期社長になったのも、兄が失踪したからだ。夢を諦めざるを得なかったのも……」

　宗二郎の兄、康一郎こういちろうは彼より五歳年上だ。最初の子ということもあって、彼らの母、香子きょうこは康一郎を溺愛していた。宗二郎のほうがなににおいても優秀だったが、香子が彼を誉めたことは一度もない。

　代わりに父や祖父母が愛情を注いでくれたからか、寂しくはなかった。特に父、一雄かずおは、宗二郎の経営者としての才覚に早くから気づいていた。

　跡継ぎには宗二郎をと考えていたが、当然のように香子の猛反対にあう。彼女の夢は、康一郎が社長となることになっていた。

「父が一目惚れをして、猛プッシュしての結婚だったらしいから。母に頭が上がらないんだ。俺は医療を支える仕事をしている父をとても尊敬している。そんな姿を見て育ち、兄が会社を継ぐなら自分は違った形でと、医者を志すようになった。だが、高校三年の春に兄が一度目の失踪をしたんだ」

　当時、康一郎は入社一年目。会社の跡取りの出奔はちょっとした騒ぎになった。一雄は激怒し、香子は心労で倒れた。夏になっても行方が分からず、宗二郎は一雄に必死に懇願されて、ギリギリのタイミングで進路を変更した。

「……ひどい」

「人生最大のショックを受けたよ。だが、医師を目指したのも家業がきっかけだ。大学を卒業する頃には、会社のために最大限努力して……思い描いたものとは違ってはいるが医療に貢献していこうと思えるようになった。だが、俺が入社して二年目に、兄が突然戻ってきたんだ」

　約六年振りに戻ってきた康一郎に、香子は歓喜した。失踪の理由は、次期社長という目で見られるプレッシャーに耐えられなかったから。ある日なにもかもが嫌になって、突発的に逃げ出してしまったらしい。

「帰ってきた時点である程度分かってはいたんだが、やはり母に泣き落とされて兄を跡継ぎにすることになった。父は俺に対して本当に申し訳なさそうにしていたよ。だが、結果は……君も知っているとおりだ。次はないと父は言っているが、また戻ってきたときはどうなるか」

　自嘲的な笑みを浮かべる宗二郎に、同情してしまう。夢まで諦めたのに、そんな仕打ちを受けるなんて。それを受け入れる康一郎も信じられない。

「社長はどんな方なんですか？」

「仕事に関してはすごくシビアだよ。息子の俺にも容赦ない。父のことは、本当に尊敬している。ただ、母が絡むと……。惚れた弱みというやつなのかな？　俺にはよく分からない感覚だけれど」

　華にも理解不能だ。それにしても、宗二郎は本当にリアル不憫キャラだった。自由奔放な兄に振り回される弟。二次元なら間違いなく推している。いや、現実でも推す。

「正直、子どもに優劣をつける母の気持ちは分からない。まあ、兄は魔性というか……。美形だし、天然の人たらしなんだ。高校時代から付き合っていた恋人も、兄に会ったら心変わりをしてしまったし。なんというか、不思議な魅力がある人なんだ」

「え？　略奪されたってことですか？」

　ストレートな質問をぶつけてくる華に、宗二郎は苦笑いを浮かべる。

「兄からなにかしたわけではないから略奪というのか……。あの人は来る者拒まず、去る者追わずという人だから。普通に付き合ってはいたな。まあ、兄の恋人は彼女だけではなかったが……」

　なんというクズ男。そして、そのときの元恋人がいまだに復縁を迫ってくるらしい。なんという執念だ。その後に付き合った彼女は、束縛が強くストーカー化。女運がないというかなんというか……。

「とんでもないお兄さんですね。それに、そんな気軽に失踪してしまう人がトップに立つなんて、いち社員として不安すぎます。私は、三門部長を全力で応援します！　お兄さんが戻ってきて、万が一社長が血迷ったら署名活動でもなんでもして阻止しますよ。会社を支えているのは平社員。私はそれに誇りを持っています」

　ぐっと拳を握ってそう力説すると、宗二郎は目を丸くした。それからぷっと吹き出す。

「ふ、ふふ。そうだね、役職なんて関係ない。社員の努力で会社は成り立っている。それにしても……ははは、佐藤さんって、面白い子だね」

　笑い声をあげる宗二郎に驚いて目を見開く。見てみたいと思っていた笑顔に、ドキッとする。笑うと、本当に別人のようだ。鋭利な雰囲気が消え、驚くほど優しい印象になる。このギャップは、反則ではないか。想像以上の破壊力だ。

　守りたい、この笑顔。

　そんな感情が浮かび、華ははっとした。自分はまだ二次元と現実を混同しているのか。

　いくら宗二郎がクズな兄の陰で苦労している真面目な弟という華の性癖ドンピシャすぎる男だとしても。恋愛感情を抱くなど、ありえない。

「こんな会社の裏事情を聞かせてしまって申し訳ない。こんなふうに誰かに自分のことを話すのは初めてだ。年下なのに……きっと、君の器が大きいからだな」

「いやいや、そんなことは……」

　そうだとしたら、それは趣味により築き上げられたもの。華が推してきた、数多の不憫キャラたちの顔が思い浮かぶ。彼らの幸せのために、いくら貢いできたか。それはもう、器も大きくなるだろうという金額だ。

「ありがとう。少し、気持ちが楽になった気がするよ」

　穏やかな笑顔に、またドキッとしてしまう。この胸の高鳴りは、今までの推しキャラに感じていたものとは明らかに違う気がする。

　では、なんだというのだろう？

「君は、他にどんなジャンルのものを読むんだ？」

「えっと、推理小説ばかりで……」

　宗二郎も読書が趣味のようで、思いがけず会話が盛り上がる。意外にも彼は聞き上手で、華は稀に見るほど饒舌に自分の趣味嗜好を語ってしまった。

　華の話に、宗二郎は何度も声を出して笑った。そして、宗二郎の笑顔を見るたびにときめく自分を、華は何度も戒めた。






　月曜日。いつも通り出社して、自分のデスクに座った華はスマホを取り出した。ゲームをしようとしたが、昨夜やりとりした宗二郎とのメッセージを見返す。

　帰宅したあとも、寝る前まで連絡を取り合っていた。趣味の時間を削ることはもっとも華にとって辛いことだが、不思議と苦には感じなかった。むしろ楽しい。

　金曜には、本を貸すついでに食事に行くことになった。本の代金を支払ってもらっているのに、そこまではと思ったのだが断りきれなかったのだ。

　そこまで恩を感じているなんて、よほどあの作者が好きなのだろう。華自身も宗二郎に興味がある。

「おはよう、佐藤さん」

「わあっ！」

　突然背後から声をかけられて、華は飛び上がった。振り返ると、疲れた様子の理沙が立っている。

「お、おはようございます。なんだか疲れていますね」

「土日にね、法事で実家に帰っていて。親と親戚が結婚はまだなのかってうるさくて。本当に嫌になっちゃう」

　理沙は、華より二歳年上だ。夕子も婚活がどうのと言っていたし、そういうことを言われやすい年齢なのだろう。

　結婚が一番の幸せとも限らないのに、今の時代にそぐわない古い考えだ。早くそんな慣習なくなればいい。

「佐藤さんは？　恋人はいるの？」

「いいえ。まったくそういったことに興味がないので」

　答えが分かっていて聞いたのだろう。理沙はバカにしたように鼻で笑った。

「まあ、そうよねぇ。あなたも若くないんだから、少しは焦らないと。このままじゃ、行き遅れになるわよ」

「その言葉、そっくりそのままお返しします」

　華の言葉に、理沙は頬を引きつらせた。言い返されるとは思っていなかったのだろう。

「わ、私はもう相手がいるわ！　恋人もいないあなたと一緒にしないで」

「そうですか。でも、そんなくだらないことで見下される筋合いもないです。印象が悪くなるので、そういうことは言わないほうがいいですよ」

　たっぷりと皮肉を込め、ついでに冷たい視線を向けておく。自覚があったのか、理沙は気まずそうに目線を揺らした。

「と、ところで、最近、三門部長からなにか連絡はあった？」

　取り繕うように笑みを浮かべる理沙にそう聞かれ、ギクリとする。なんとなく正直に言わないほうがいい気がして、華は表情を変えずに首を横に振った。

「いいえ、なにも。あれからなにも起こってないですし」

「そうよね。もし、なにか三門部長からアクションがあれば教えてちょうだい。私もついて行ってあげるから」

　とても得意げだが、いざというときには空気のようになっているくせに。そう思ったが口には出さず、作り笑いでごまかした。

　すでに食事に誘われているが、脅迫状とは関係ないし理沙に報告する必要もないだろう。

　彼女とは、どう考えても性格が合わない。今後も仕事以外では関わり合いになりたくないものだ。小さくため息をついて、華はパソコンを開いた。






　金曜日。宗二郎が華を連れてきたのは、都心の一等地にある料亭だった。それなのに、隠れ家的な雰囲気がある。念のためジャケットを着てきて本当によかった。

　やはり御曹司ともなると違うなと圧倒されていた華だが、席に着くと本来の目的を思い出してハッとした。

「こちら、例のブツです」

　華が差し出した紙袋を受け取って、宗二郎は苦笑いをした。

「なんだか不穏だな。ありがとう。俺も、おすすめの本を何冊か持ってきたんだ」

「わあ、嬉しい。全部、読んだことがないです」

　あれから、意外なことに宗二郎とは毎日やりとりをしている。多忙な宗二郎は華とは比べものにならないほど帰宅時間が遅い。こんなに働いているのかと驚くほどだ。

　それなのに寝るまでの数十分、華とメッセージのやりとりをする。貴重な時間を自分に使わせていいのかとも思うが、華もその時間を楽しみにするようになっていた。

「それならよかった。好みを考慮して選んだつもりだが、気に入ってもらえると嬉しい」

「読み終わったら、感想を伝えますね。楽しみです」

　渡された紙袋を抱きしめてそう言うと、ふっと宗二郎が笑った。

「君は素直でかわいいな」

　思いがけない言葉に目をこれでもかと開く。今、なんと言ったのか。なにか聞き慣れない単語が聞こえた気がする。

　目だけで宗二郎を見上げると、笑みを浮かべて華のことを見つめている。どんな美人でも選びたい放題であろう彼が華のような地味な女にそんなことを言うであろうか。

（私なんてその辺に生えた雑草みたいなもんなのに。まあ……でも、たまにはそれをかわいいと思うこともあるか）

　華だって、ふと目に入った花を咲かせた草に癒されることもある。きっと、宗二郎は相当疲れているのだろう。そう結論づけて、華はお茶をひと口飲んだ。

「なるほど。薄々気づいていたが、これは相当ストレートにいかないと一生伝わらなそうだな」

「はい？」

　なんだか空気が変わった気がする。寒いわけでもないのに、思わず腕を摩さする。

「俺は君に好意を持っている。単刀直入に言えば、恋人になってほしいと思っている」

「……こ、こい……？　は、へ、あ？　恋人？」

　動揺しすぎておかしな声が出る。そんな華を見ても、宗二郎は表情ひとつ変えない。

「やはり気づいていなかったのか。俺は好きでもない相手に頻繁にメッセージを送ったり、食事に誘ったりはしない」

　そんなに暇ではないと言われ、納得する。どうやら冗談ではなさそうだ。とにかく落ち着こうと、再びお茶を飲んだ。

「えーと……自分で言うのもなんですけど特別美人でもないですし。私のどこがいいんですか？」

「俺はかわいらしい容姿をしていると思うが。そうだな……素直なところと、しっかり自分の意見を言えるところ。それから、そういうところだな」

　どういう意味だか分からずに困惑しながらお茶を啜る。さすが、高級料亭。茶葉も一級品だ。とてもおいしい。

　そんな華の行動を見ていた宗二郎がぷっと吹き出した。

「ふふふ。この場面で普通お茶は飲まないだろう。人に媚びないというか、自分を突き通す強さに惹かれたんだ」

「褒めてます？　確かに頑固とは言われますが」

「もちろん褒めている。話していると、心が安らぐんだ。それに君といると……死んでいると思っていた表情筋が生き返る」

　真顔でそう言われて、キョトンとする。なんでも、華と話した次の日に頬が筋肉痛になったらしい。

　確かに、あの日宗二郎はよく笑っていた。だが、そこまで大笑いしていたわけではないのに、普段どれほど使っていなかったのか。

　これには、華もおかしくなって吹き出してしまった。

「ふ、ふふ。それは……ぐふっ。光栄というか……あはははっ」

　耐え切れなくて声をあげて笑う華に、宗二郎もつられて笑い出した。ひとしきり笑い、目尻に浮かんだ涙を拭う。

「はあ、お腹が痛い。私もこんなに笑ったのは久しぶりです」

「俺もだ、明日も筋肉痛確定だ」

　頬を撫でる宗二郎の姿がおかしくて、華はまた笑った。

　少しして、運ばれてきた料理は見栄えも素晴らしく、味も絶品。宗二郎は知識が豊富で、興味深い話をたくさんしてくれる。予想の倍以上の時間を過ごしたが、むしろ短く感じたほど楽しかった。

　帰りは、宗二郎が車で送ってくれた。車中でも話題はつきず、華も宗二郎も笑いっぱなしだ。

「はあ、顔が痛い。本当に君は、ユーモアのセンスがあるな。俺をこんなに笑わせるなんて、天才だ」

「真顔で言わないでください。部長の笑いの沸点が低いんじゃないんですか？」

「まさか。君の言動すべてがツボにはまるんだ。本当に、責任をとってほしい」

　まるでプロポーズのようだ。真顔で言うから、返答に困る。これはきっと、口説かれているのだろう。

「それはなんとも答えられませんけど、私も三門部長とお話していると楽しいです」

「……そうか。それはよかった」

　車内に沈黙が落ちる。不思議とそれも心地よかった。

「今日は、遅くまですまなかった」

　アパートに着くと、宗二郎が申し訳なさそうにそう言った。

「とんでもない。こちらこそご馳走になってしまって、ありがとうございました。すごく、楽しかったです」

「それならよかった。……それから、俺は君と恋人になりたいと本気で思っている。短い時間だったが、一緒に過ごしてみてその気持ちは一層強くなった。返事は急がないが、俺とのことを真剣に考えてみてほしい」

　真っ直ぐに見つめられて、ドキドキしてしまう。華は、平凡をなによりも愛している。宗二郎はそれと真逆の存在。大企業の跡取りで、容姿端麗。地味な自分とは釣り合わない。

　どう考えても答えはノーなのに、それを口に出すことはできなかった。

「……分かりました」

　華の答えに、宗二郎はホッとしたように表情を緩めた。それだけで鼓動が速くなり、経験したことのない状況に華自身も戸惑ってしまう。

「ありがとう。じゃあ、また連絡する。おやすみ」

「おやすみなさい」

　なにかが変わる予感がする。宗二郎の背中を見つめながら、華はブラウスの胸のあたりをぎゅっと握りしめた。

















第三章












　宗二郎に告白されてから、早いもので三週間が経とうとしていた。

　あれからふたりは毎日メッセージのやりとりをし、時折電話もするようになった。そして……。

「華、待たせたか」

「いえ、今きたところです。行きましょうか、宗二郎さん」

　週末には一緒の時間を過ごすようになり、お互いを名前で呼ぶようになった。宗二郎にプライベートのときは役職名ではなく名前で呼んでくれと言われたのがきっかけだ。

　華のことも名前で呼びたいと言われ、それは別によかったのだが、さん付けもちゃん付けもどうにもしっくりこなかった。そして、呼び捨てに落ち着いたのだ。

「あの小説どうだった？」

「面白かったです！　ＳＦって今まで読んだことがなかったんですけど。あと文章が綺麗で、じっくり読みたいのに先が気になりすぎて葛藤しました」

「それはよく分かる。今日は、その作家の他の作品を持ってきたよ」

「わあ、嬉しい！」

　素直に喜びを爆発させる華に、宗二郎が優しい笑みを見せる。会社では相変わらず無表情なようだが、華の前では本当によく笑うようになった。自分だけにこの顔を見せてくれているのだと思うと、少し優越感を覚える。

　もうごまかしようがないほど、宗二郎に惹かれている。顔は好みそのもの。真面目で実直な性格も好ましいし、なにより苦労性なところが性癖に刺さる。

　こんなの、好きにならないほうがおかしいのではないか。

　肩書を外して考えれば、宗二郎は本好きの普通の男性だ。まあ、その肩書が問題なのだが。そして、もうひとつ……。

「ねえ、あの人すごくかっこいい。でも、彼女はなんか地味だね。女の趣味悪いのかな」

「ひどっ。でも、彼女じゃないんじゃない？　だって、全然釣り合いとれてないじゃん」

　遠くから聞こえる会話が、心にグサリと刺さる。自分の地獄耳が心底憎い。彼への気持ちが強くなるほどに、華自身もそれが気になるようになった。

　まさかアラサーになって自分の見た目を気にするようになるとは思わなかった。自分はなにを言われてもいいが、あんなふうに宗二郎まで咎められるのは嫌だ。

　もちろん中身も大事だが、せめて宗二郎に恥をかかせないように自分を変えたい。そんなふうに思うのは初めてだ。

　平凡を愛していた一ヶ月前の自分が聞いたら卒倒するくらいの変化だ。恋とはなんとも恐ろしい。






「華がやっているゲームは、どれもストーリーが面白そうだな」

「そうなんですよ。私、すっごく下手なので。そこが大事なんです。そのためにじゃないとバトルが頑張れない」

「機会があったら、一緒にゲームをやってみたいな。見ているだけでも楽しめそうだ」

　自分は多忙で時間がないためできないゲームの話も、宗二郎はこんなふうに興味を持って聞いてくれる。それがとても嬉しい。

（よし、決めた。私、頑張る）

　彼の笑顔を見つめながら、華はひとつの大きな決断をした。






　月曜日。

　華の所属する経理部はにわかにざわついていた。

「ちょ、佐藤さん！　どうしたの？」

　同僚に声をかけられ、華は困ったように笑った。

「髪型を変えたんです。変ですかね？」

「すっごく似合ってるよ。お化粧もしてるし、佐藤さんて、こんなにかわいかったのね」

　キラキラした目で褒められ、少し安心する。次々に賛辞の声をかけられ、あまりの反響に驚くほどだ。やはり見た目というのは大切なのだなと思う。

　昨日、華は母の夕子が経営するサロンに行っていた。そこではイメージコンサルティング、略してイメコンを行ってくれ、自分が一番似合うものを様々な視点から理論的に教えてもらえる。

　元は医療事務をしていた夕子だが、オシャレ好きが講じて数年前に今の会社を起ち上げてバリバリ働いている。

　変わりたいと思ったが、まずなにから始めればいいのか分からない。ならば、プロに聞くのが一番だと考えた。そして最適な人物がとても身近にいた。これを活用しない手はない。

　正直、夕子に頼むのは気が引けたが背に腹は代えられない。

「華がきてくれるなんて、お母さん感激なんだけど！　今日は一日、どこまでも付き合っちゃうわよ」

　テンション高めな夕子に圧倒されながら、様々な診断を受けていく。パーソナルカラーというもので似合う色、顔タイプでファッションのテイストや垢抜ける髪型を知り、骨格診断でスタイルアップが叶うという。

「華は予想通り、ブルべ夏ね。日本人に一番多いタイプだけど、セカンドもブルべだからとにかく黄みのある色が苦手。ほら、全然違うでしょう？」

　夕子に明るいピンクの布を当てられる。素人の華でも分かるくらい顔が明るくなって驚いた。目の下のクマも目立たない気がする。

「こんな色、絶対似合わないと思ってた」

「いつも暗い色ばかりだもんね。基本、明るい色が似合うわ。顔タイプはソフトエレガントだけど、曲線が多めだからフェミニンに寄せやすいわね。骨格はウェーブだから、柔らかい素材が似合いやすい。もちろん、好きなものを身に着けて構わないけど。似合うものを知っているのは強みになるわ。」

　喋りながら、目の前にたくさんのコスメが並べられていく。あまりの量に、これではなにを使っていいか分からないと言うと、夕子は苦笑いをする。

「ごめんなさい、ちょっと張り切りすぎちゃった。あとでオフィスとプライベート用を分けて提案するわ。じゃあ、メイクするわね。説明しながらするから、そのあと実践しましょう」

　真剣な顔をした夕子に、次々となにかを顔に塗られる。似合うものには理由があり、垢抜けには理論が大事だと力説される。

　夕子の説明はユーモアも交えながらも分かりやすく、自然と話に聞き入ってしまう。生き生きしている姿に、本当に天職を見つけたのだなと思う。

「できたわ。どう？」

「……誰？」

　鏡に映る自分を見て思わず呟く。化粧怖い。慢性的な寝不足でできたクマは消え、顔は明るく輝いている。適当に切り揃えていた前髪はサイドに流され、伸び放題の髪は緩く巻かれている。

「あとはコンタクトにすれば完璧。抵抗あるなら、眼鏡の形を変えるだけでも全然違うわよ。華は今まで磨いてこなかっただけで、元はかわいいのよ。目が悪いから、眼鏡してると目が小さく見えるしね。眼鏡の形も似合ってないもの」

　どうやらことごとく似合わないものを身に着けていたらしい。どおりでなにを着ても野暮ったかったわけだ。

「それにしても……急にメイクとファッションのアドバイスが欲しいって。もしかして……彼氏ができた？」

「まだ違うけど……。変わりたいと思える人に出会ったから……」

「えー！　ついに王子様に出会ったのね！　どんな人なの？　なにしてる人？　年齢は……って、ごめん。こんなふうだから華に嫌われるのよね」

　いきなり謝られて、華は目を丸くした。恋バナ好きの夕子に頼る時点で根掘り葉掘り聞かれることは覚悟していたのだ。

「和樹さんからも注意されていたのに。華に会うと嬉しくなって、つい余計なことばかり喋っちゃうの。考えてみれば、母親の恋人の話なんか聞きたくないわよね。でも、華はコスメにもファッションにも興味がないし。私は本を一切読まないから……なにを話していいか分からなくてベラベラ自分のことばかり喋ってしまって」

　夕子の落ち込む姿に驚いてしまう。いつも明るくポジティブな彼女のこんな姿を見るのは初めてだ。

「私のわがままで、華には寂しい思いをさせてしまったから。謝って済むことではないけれど、本当にごめんなさい」

　華は初めて知ったのだが、離婚したときに和樹からもう子どもは作らないほうがいいと忠告されていたらしい。

「私、バカだから最初は意味が分からなかったの。でも、面会のたびに華が泣いているのを見て、ようやく自分がどれだけひどいことをしたのか分かった。だから、絶対に結婚はしないって決めているの。こんなにひどい母親なのに、私を頼ってくれて……本当にありがとう」

　なぜ、モテる夕子が再婚しないのかずっと不思議だった。まさか、華のためだったとは。思っていたより、ずっと愛されていたらしい。

「これ、華にプレゼント」

「あ、ありが……ちょっ、多くない？」

　アイシャドウにリップ、ブラウスにスカートにバッグ。次から次へと出てきて圧倒されてしまう。華に似合うと思ったら即座に購入してしまうが、今まで渡すタイミングがなかったらしい。

　あまりの量に、笑いが込み上げてくる。

「あははっ、もうお母さんて……仕方ないなぁ。ありがとう。ありがたく使わせてもらうね。あとね、お母さんのこと嫌いだと思ったことは一度もないよ。王子様が見つかったら、結婚したっていい。私はもう大丈夫だから……今度私が好きな人にも会ってね」

「華……うぅ、華ぁ」

　泣きながら抱きついてくる夕子を、笑いながら受け止める。まさかこのタイミングで母の思いを知ることになるとは思っていなかった。恋をしたことが一番の親孝行かもしれない。

「私、かわいいおばあちゃんになるのも夢だったの。もうすぐ叶うなんて嬉しいわ」

　涙を拭いながら笑う夕子に、頬が引きつる。結婚どころか、付き合ってもいない。それは気が早すぎるというものではないか。

　宗二郎だって、きっとそこまでは考えていないだろう。華だってそんな覚悟はまださすがにできていない。

　宗二郎はそう遠くない未来、会社のトップになる人間だ。自分が社長夫人になるなんて今はまったく考えられない。

　だが、人の考えは変わる。それを身を持って体験している華だ。案外すぐにその考えは変わるかもしれない。

　それからみっちり夕子からメイクレッスンとファッション講座を受け、今日は早起きして教わったことを実践してきた。

　仕事が終わったら、眼科に行ってコンタクトも作るつもりだ。そのためにさっさと仕事を終わらせてしまおうと、華は腕まくりをしてキーボードを打ち始めた。






「よし、終わり」

　最後に処理したデータに間違いがないか確認し、大事なメールがきていないかをチェックしてからパソコンの電源を落とす。

　今日も頑張ったと自分を褒めながら、女子更衣室に向かう。鍵を開け、ロッカーの中に異変がないか確認する。脅迫状事件以来、こうすることが習慣になってしまった。

　鍵をかけているから当然なのだが、特に変わったところはない。ほっとしながら着替えて更衣室を出ると、理沙がこちらに歩いてきた。

「お疲れ様です。お先失礼します」

「ちょっと待ちなさいよ」

　なにか言いたそうな雰囲気を察して逃げようとしたが、無理だった。舌打ちしそうになったのをこらえ、仕方なく立ち止まる。

「なんですか」

「ずいぶん、イメチェンしたわね。なにか心境の変化でもあったの？」

　いつも黒のカーディガンにブラウス、下はタックパンツが華の夏の通勤コーデだ。それを夕子のアドバイスでカーディガンを明るいグレイに、ブラウスをパステルカラーのものにした。

　それだけだが劇的に印象が変化した。さらにメイクもして髪型も変えているから、もはや別人だ。

　理沙の疑問はもっともなのだが、なぜだか不快感を覚える。それはきっと、理沙がどこかバカにした目で華を見ているからだろう。

　上から下までじろじろと見られ、眉間にシワが寄る。同性からだとしても、気分がいいものではない。

「あったとして、山田さんに報告する義務はないです。特に親しくもないですし」

　脅迫状の件で話す以前は、同じ部署でも挨拶するだけの関係だったのだ。あれからなんだかやけに絡んでくるが、華は親しくなんてなりたくない。

「なっ。あなたって本当……いい性格してるわね。最近、三門部長と会っているでしょう。そういうときは、私も一緒について行ってあげるって言ったじゃない」

「どうして知ってるんですか？」

「ふたりで歩いているのを、偶然見かけたのよ。三門部長も優しいわよね。間違いだったのに、脅迫状のことを気にしているんでしょう」

　それならばその場で声をかければいいのに、そうしないところがなんとなく薄気味悪い。

　見た目も口調も強い彼女だが、きっととても気が小さいのだろう。それでいてプライドは高く、自分より弱いと思った人間を見下してくる。

　彼女のそういう性格が、どうも受けつけない。

「三門部長と会っていたのは脅迫状とは無関係です。なので、山田さんを誘う義務はないです。もういいですか。用事があるんです」

　もう行かなければ、眼科の予約時間が迫っている。時計を確認した華を見て、理沙の顔つきが変わった。鬼の形相で華を睨みつけてくる。

「ちょっと見た目を変えたからって、あなたみたいな平凡な人間が三門部長に相応しいと思う!?　身の程を弁わきまえたほうがいいんじゃない？」

「それを決めるのは、山田さんではないのでは？　三門部長に好意があるなら、本人に直接伝えてください」

　相当頭にきているのか、拳を握ってブルブル震えている理沙を残してその場を去る。今度はなにも言ってくることはなく、華はなんとか予約した時間に病院に着くことができたのだった。






　あっという間に一週間が経ち、華はこれまでになく緊張して家を出た。アパートの階段を下りていくと、車で迎えにきてくれた宗二郎が華を見て目を見開く。

「おはようございます。わざわざ迎えにきていただいてありがとうございます」

「いや、それは俺も少しでも長い時間一緒にいたいから構わないが。驚いた……」

　今日の華は、ライトブルーのブラウスに白のスカート。髪はハーフアップにし、耳に小ぶりなイヤリングをつけている。すべて夕子からの貢ぎ物だが、プロの見立ては間違いない。

　似合うものを身に着けると、こんなに垢抜けるなんて華自身もびっくりだ。そして、今日はコンタクトを使用している。

　毎日練習し、なんとか装着できるようになった。異物を目に入れるなんて信じられないと思っていたが、使ってみたらとても快適だった。

「噂には聞いていたが、ここまでとは……。とてもかわいい。その服もとても似合っている」

「ありがとうございます」

　愛おしそうに目を細める宗二郎に望んでいた言葉をもらえて、華は照れながらも喜んだ。頑張った甲斐はあったが、まだまだこれからだ。

　おざなりにしていたスキンケアもきちんとするようになったし、食生活も改善し始めた。これからどう変わっていくのか、自分でも楽しみだ。

「じゃあ、行こうか」

　今日は、初めて宗二郎の家に遊びに行くことになっている。ふたりが共通して好きな作家の実写映画を華が見ていないことを知った宗二郎に、絶対に見たほうがいいと勧められた。

　華は実写化でイメージが崩れるのが嫌だったのだが、宗二郎によるとそんな気持ちが吹き飛ぶほどの出来だったらしい。

　そこまで言われたら、ぜひ見てみたい。それなら一緒に見ようと宗二郎に誘われたのだ。

　車内ではいつもどおりに会話も弾んだのだが、いざ家に着いたら緊張がぶり返してくる。

　さすが御曹司。華の住むアパートとはレベルの違うオシャレなマンションに住んでいる。戸数は少ないようだが、コンシェルジュがいる。きっと、〝高級〟という部類になるのだろう。

　部屋に向かう途中もキョロキョロと落ち着かなく視線をさ迷わせる華を見て、宗二郎が小さく笑った。

「そんなに身構えなくても、取って食ったりしないよ」

「それは分かってますけど……お邪魔します」

　中も、やはり広い。玄関に入った途端、宗二郎の匂いがして、少しドキッとする。廊下を進み、奥はリビングになっているようだ。

　一体何帖あるのか。広くて窓も大きい。そして、階段がある。マンションなのに、二階があるとはどういうことだ。吹き抜けになっていて、かなり開放感もある。

　インテリアはシンプルにモノトーンでまとめられていて、それがとても宗二郎らしい。

「すごい……。素敵なお部屋」

「ありがとう。とても静かで過ごしやすいし、気に入ってる。部屋も余っているし、いつ引っ越してきてもらっても構わないよ」

　なにか今、とんでもない発言が聞こえた気がする。宗二郎を見上げると、彼は至って真面目な顔をしている。そう、彼は真剣に言っているのだ。

　ここ一ヶ月ほど一緒に過ごしてきて分かった。宗二郎は基本的に本音しか口にしない。相手の裏を考えなくていいという点では楽だが、ストレートすぎて返答に困ってしまうこともある。

「あ、そうだ。ケーキ買ってきたんです」

　だからいつも華はずるいと思いつつも、話題を無理やり変えてしまう。そして、宗二郎もそれを受け入れてくれる。

「ああ、ありがとう。後でいただくことにしよう。じゃあ、映画を見ようか。座って待っていてくれ。飲み物を用意してくる」

　キッチンに向かう宗二郎の背中を見送る。彼は優しい。一見近寄りがたいが、懐に入ってしまえばとことん甘いタイプだと思う。

　だから康一郎も宗二郎なら許してくれるだろうと平気でひどいことをするのだろう。そういうところが好きなのだが、それで彼が辛い思いをするのは嫌だ。優しい人が損をする世の中なんてくそ食らえだ。

　彼を守りたいと思うなんて、傲慢かもしれない。それでもなにかあったら、彼のために戦ってみせる。心の中で拳を握った華は、ハッとしてソファーに沈み込んだ。

　できているではないか、宗二郎と生きる覚悟。夕子のサロンに行ったのがたった一週間前。あのときはそんなこと考えていなかったのに。

　自分に自信がついたからだろうか。見た目の変化がこんなに心境に変化を与えるとは、夢にも思わなかった。

　夕子の仕事の偉大さを感じる。母への見る目が変わりそうだ。なんて素晴らしい仕事をしているのだろう。

「待たせたな。紅茶でよかったか」

「ありがとうございます。うわぁ、いい香り」

　紅茶の芳醇な香りが広がり、思わず息を大きく吸い込む。一口飲んで、宗二郎の淹れ方が上手いことがすぐに分かる。

「すごくおいしい。そういえば、いつも紅茶ですね」

「ああ、コーヒーの苦みが苦手なんだ」

　それは初めて知った。そして理由がなんだかかわいい。小さく笑った華に気づき、宗二郎は恥ずかしそうに視線を揺らす。

「さっそく、映画を見ようか」

　なかなか見れない宗二郎の姿が見れて、華は心が満たされるのを感じる。やはり彼といると、とても楽しい。

　そして、映画は宗二郎の言う通りとても素晴らしかった。キャストもイメージにぴったりで、ストーリーもかなり原作に忠実。なによりも、映像が美しい。色彩表現にこだわっているのがよく分かる。

　テレビの画面に見入っていた華だが、ふと視線を感じて隣を見た。宗二郎と目が合って、驚いて目を見開く。

「え、な、なんですか？」

　なにか変なことでもあっただろうか。もしかして、化粧が崩れている？

　まだメイク歴一週間。まだまだ上手とは言えない腕前だ。不安になって顔を触る華を見て、宗二郎が小さく笑った。

「あまりにもかわいいから。目を離したくなくて」

「あ、あわ、ありがとうございます。……。やっぱり、こっちのほうがいいですよね。今までひどかったし」

　甘い目線に耐え切れず目を背ける。褒められて嬉しいのだが、なぜだか複雑な気持ちになってしまう。そんな面倒な乙女心が自分の中にあったとは。

　宗二郎に恋をしてから、新しい自分をたくさん発見している気がする。

「どちらも華だから俺としては同じだが。俺のために変わってくれたのだと思うと愛おしくてたまらない。それともそれは、勝手な自惚れだろうか」

「う、うぅ……自惚れじゃない……です」

　改めて指摘されると恥ずかしい。俯いた華の手に、宗二郎の手が重なった。

「ひえっ」

　初めての異性との身体的接触に、反射的に手を引っ込めてしまう。

「すまない。嫌だったか？　華も俺と同じ気持ちになってくれたと思ったのだが」

「はっ、す、すみません。そうです、私も宗二郎さんのことが好きです」

　悲しげな宗二郎の顔を見て、慌てて素直な気持ちを口にする。家への誘いを受けた時点で今日思いを伝えることになるだろうと思っていた。しばらく沈黙が続き、映画の音声だけが部屋に響く。

　人生初めての告白に激しい動悸が起こっている華の耳には、自分の心臓の音しか聞こえていない。宗二郎が黙ったままなのが気になって、華は顔をあげた。

　宗二郎は、口元を手で隠して固まっていた。その表情には喜びが溢れ出ている。華の視線に気づいた宗二郎が微笑んだ。

　今まで見た中でも一番の、とびっきりの笑顔。このときの宗二郎の顔を、きっと華は一生忘れないだろう。

「今まで生きてきた中で、一番嬉しい」

「お、大袈裟ですよ」

「そんなことはない。俺は心底、華に惚れている」

　華を抱きしめようと、宗二郎が腕を伸ばしてくる。それを感じると緊張で身体が強張った。それに気づいた宗二郎が手を止める。

「嫌か？」

「け、決してそういうわけでは」

　そうか、思いが通じ合った先にはこういうことがあるのか。自分を変えることに必死でまったくそのことに関しては考えていなかった。

　恋愛事を遠ざけて生きてきた華は当然、処女だ。もちろん、手を繋いだこともキスをしたこともない。

（どど、どうしよう。心臓が飛び出しそうなんですけど）

　宗二郎と触れ合う想像をしただけで恐ろしいほどの速さで心臓が鼓動している。二十八歳にもなってこれは相当面倒くさいと思うがどうしようもない。

　一番いいのは経験を積むことなのだろうが、ちょうどいい練習相手などいるはずもない。それに好きでもない男に触れられるなんて考えるだけでおぞましい。

「ちょっと待て。他の男にそんなことを頼むなんて許さないぞ。それに、そんなことで悩む必要はない」

　どうやら、考えていたことが口から出てしまっていたらしい。止まっていた宗二郎の腕が、華の背中に回る。ぎゅうっと抱きしめられて、これ以上ないくらい心臓が早鐘を打ち始める。

「そそ、宗二郎さん」

「俺で慣れればいい。それが一番効率的だろう」

　確かにそうだ。だけど、その前に死ぬかもしれない。真っ赤になっているであろう華の顔を、宗二郎が覗き込んでくる。そして手が、頬に添えられた。

「熱いな」

「ご、ごめんなさい」

「謝ることなんて、なにもない。君の目がこんなに大きいだなんて、知らなかった」

「視力が本当に悪くて……。あわわ、ちょ、ちょっと待って」

　顔を近づけてきた宗二郎を、慌てて押し止める。不満げな顔をしている彼には申し訳ないが、言っておかないといけないことがある。

「あの、大変申し訳ないのですが……正式なお付き合いはもう少しだけ待っていただきたいんです」

「……なぜ？」

　宗二郎の眉間にシワが寄る。不機嫌になるのも当然だが、これは譲れない。

　宗二郎の隣に立つ覚悟はできたが、まだ自信がない。自分はもっと変われる。その確信があるからこそ、もう少しだけ待ってほしい。

「俺は、今のままの華でまったく構わないのだが」

「私が嫌なんです。宗二郎さんの意思に関わらず、あなたは目立つから。私のせいで宗二郎さんが悪く言われるのは嫌なんです」

　その理由が意外だったのか、宗二郎が目を見開く。それから少し考え込み、諦めたようにため息をついた。

「分かった。そう言うなら、華の考えを尊重しよう。その間に俺も華と安全に付き合えるよう、放置していた問題に取り組むことにする。それと……これもどうにかしないとな」

　苦笑いしながら、宗二郎は逃げ腰になっている華を膝の上に載せる。

「うわわ、な、なんです？」

「男慣れしていないのは分かっていたが、ここまでとは……。早く慣れてもらわないと困る。俺は早く華とイチャイチャしたい」

　宗二郎からそんな言葉が出てくるとは思わず、目を丸くする。

「俺のことをなんだと思っている？　確かに性欲が強くないほうではあるが、好きな女に欲情しないわけがないだろう。それも、俺のためにこんなにかわいくなった姿を見て平常心でいられるはずがない」

　見た目はいつもの宗二郎そのものなのだが、実際は違うらしい。彼の言葉が性的な行為を意味していることはさすがに分かる。恋人なのだから当然そういうこともするのだろう。

「胸を触ったり、局部を触ったりするんですよね。気持ちいいって聞きますけど、そうなんですか？」

　知識はあるが、自分がどうなるのかまったく想像がつかない。お風呂で身体を洗うときに触ることはあるが、性的快感を得たことは一度もない。

「ちょっと手が触れただけで恥ずかしがっていたのに。本当に君は……。なら、少し試してみるか？」

「へ？」

　ひとりで特訓したほうがいいだろうかと考えていた華は、宗二郎からの思いがけない言葉に顔を上げた。

「華は初めてだろう。そういう意味でも、慣らしておいて損はない。痛みは少ないほうがいいだろう」

「た、確かに」

　初めては痛いと聞く。それに、宗二郎に触れられたらどうなるのか興味がある。華はその提案を受けることにした。






　まさか華から了承されると思っていなかった宗二郎は迷った。まだ正式な恋人ではないのに、こんなことをしてもいいものか。だが、それも一瞬。どうしても、彼女に触りたいという気持ちが勝った。

「触れ合いに慣れるという意味でも、手っ取り早いかもしれないな」

　言い訳のように呟いて、自分の足の間に華を座らせる。先ほどまで腰が引けていたのに、今は宗二郎に身を任せている。

　初心なのか大胆なのか。こういうところも魅力だと思うのだから、相当彼女に夢中になっている。

「触るよ」

　そう宣言して、腹部に触れる。薄い布越しに彼女の体温を感じただけで、鼓動が早くなった。少しずつ手を上にずらし、服の上から胸に触れる。華の身体がピクリと動いたが、抵抗はない。そのまま下から上に持ち上げるように揉みあげる。

「柔らかい……」

「ひゃうっ、み、耳……胸まで平均的な大きさですみません」

　なにを謝る必要があるのか。宗二郎にとって大事なのは、それが華のものということだ。耳にキスすると、華の口から甘い声が漏れる。

　それを宗二郎は聞き逃さなかった。どうやら耳が弱いらしい。

「ひぁ、うぅん、耳、ダメって。ふあっ」

　耳朶にキスをして、ねっとりと舐めあげる。左手をブラウスの中に入れると、華がビクリと身体を揺らした。少し汗ばんだ肌が、しっとりと手に吸いついてくる。

「華の肌、スベスベで気持ちいい」

「ふ、んん、声……耳元で、ダメ……」

　宗二郎の声も好きなのだと言われて、口元が緩む。それならば、それを活用しない手はない。もう少し先に進みたくなって、ブラウスのボタンを外す。

「あ、待って……」

「大丈夫。今日は脱がせない」

　今度は下着の上から胸を揉む。ピンクのブラに包まれた双丘が自分の手の中で形を変えるのが視界に入り、思わず目を閉じた。すでに下半身は反応しているが、理性を失うわけにはいかない。

　ひとつ深呼吸をしてから、目を開く。そして尖り始めた胸の突起を爪先で弾いた。

「あっ、宗二郎さ……嘘。私、おかしい」

　華の反応から、自慰の経験もないのだろうなと思う。真っさらな身体に、快感を教え込むのがこんなに楽しいとは。自分の欲求よりも、華を気持ちよくしたい。

　乳首をつまんだりこねくり回したりするたびに、華の身体がビクビクと跳ねる。なかなか感度が良さそうだ、

「……っ、ん」

　声を出さないよう我慢している姿がいじらしい。それが男の情欲を煽るということなど、きっと華は知らないのだろう。

「本当はここに直接触って舐め回したい。舌で転がして、吸い上げて……舌先で扱しごくんだ」

　わざと吐息がかかるように耳元で囁くと、華の身体が面白いように跳ねた。指で言葉にしたことと同じ動きをして見せる。

「ひんっ、うぅ、んんっ。宗二郎さん、もう……やっ」

「ギブアップには少し早いな。こっちも触るよ」

　右手は胸に置いたまま、左手でスカートを捲る。真っ白な太腿が目に入り、思わずゴクリと唾を飲み込む。そして、ブラとお揃いのピンクのショーツの縁に指を這わせた。

　抵抗されたら止めるつもりでいたが、華は嫌とは言わなかった。表情を盗み見るが、拒絶の色はない。

　その目は宗二郎の指の行く先を追っており、さらなる刺激を待ち望んでいるように見える。

　それは願望かもしれないが、止めるという選択肢はなくなった。足を開かせて、その中心を指で撫でる。誰にも触られていない小さな芽は、胸への刺激で少し膨らんでいる。

「かわいい。華の身体は、とても素直だな。ここも、指だけじゃなく舌でたくさん舐めるからな」

　そういう行為はあまり好きではなかったが、華のものなら永遠にできる気がする。くりくりと敏感な芽をいじると、下着が湿り気を帯びてくる。彼女の蜜は、どんな味がするのだろう。

「早く味わいたい」

　自分でもドン引きな思考を口に出すのは止めようと思ったのに、つい本音が口から洩れてしまった。

「あ、あんまり耳元でエッチなこと言わないで。し、下着、濡れちゃう」

　自分でもこんなに饒舌になることに驚いている。ともかく華に引かれなくてよかった。

「もう手遅れだ。直接触ってもいいか？」

　少しの間のあと、華が小さく頷いた。それを見て、手をショーツの中に滑り込ませる。ここまでするつもりはなかったが、もっと乱れさせたくなった。ずっと喘ぎ声を押し殺している華が悪い。

「ああ、すごく濡れてる」

　ぬるりとした感触を指先に感じ、笑みが浮かぶ。好きな女が自分の愛撫で濡れている。それが雄としての本能をこんなに満たすとは、今まで知らなかった。

　指に蜜をまとわせるように、ぬるぬると割れ目を何度か撫でる。敏感な芽をその度に弾くと、びくんびくんと華の身体が跳ねた。

「あ、ああっ、あっ、変な声……やっ、んんっ」

「変じゃないから大丈夫。華、足を開いて。俺に身を任せて」

　恥ずかしそうにしながらも、少しだけ隙間を開けてくれる。こういう素直なところがかわいくてたまらない。

「ありがとう。でも、もっとだ」

「ひゃあっ」

　足を大きく開かせて、慎ましく主張している突起に再び指を這わせる。大きく身体を震わせた華の肩からブラウスがはらりと滑り落ちた。
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「ここを舌で押し潰して、小刻みに揺らして。舌先で舐め上げる。ふやけるぐらいに」

　なにを言っているのだと自分でも思うが、華にしている想像をするとひどく興奮する。

　それは華も同じなのか、蜜が奥からどんどん溢れてくる。もうショーツは意味もなさないほどびしょ濡れだ。

「あ、んんっ、ふ、あ、あ、ああつ」

「それから吸い上げて……ここに、俺のものが入るんだ」

　指を一本、膣の中に差し入れる。そこは充分に濡れそぼっていて、抵抗もなくスムーズに根元まで埋まった。

「あ、ゆ、指が……」

「熱くなっているな。痛いか？」

　ここまで濡れていれば大丈夫だろうと思いつつ、念のため確認する。

「変な感じはするけど、痛くはないです」

「そうか。少し動かすが、痛みを感じたら言ってくれ」

　今までなんの侵入も許していないそこはさすがに狭く、慣らさないと自分のものは入らないだろう。背が高いせいか、宗二郎のものは平均より大きめだ。

　奥を探るように、ゆっくりと指を動かす。よく濡れているせいか、馴染むのも早い。

「……っ」

　まだこちらで快感を得るのは難しいのだろう。華の口から甘い声が漏れなくなる。もっと感じて、この行為が気持ちのいいものだと思ってほしい。

　再び胸の突起を擦る。中指で秘奥を探りながら、親指で花芯をコリコリと刺激する。

「あっ、ひう、あんん。あ、宗二郎さんっ」

「気持ちいい？」

　こくこくと頷く華に笑みが零れる。経験値が足りなかっただけで、セックスに対する嫌悪はなさそうだ。この分なら、きっとすぐに慣れてくれる。

　これは、早急に問題を解決しなければ。辛いのは自分だ。ジーンズの中で自身の欲望はかつてないほど勢いよく勃ち上がっている。よく我慢できるものだと、我ながら己の自制心に感心してしまう。

「ああっ、あ、なんか……おかし……私、はあ、ふ、んんっ」

　絶頂が近いのだろう。華の太腿が小刻みに震える。膣の中は指が溶けそうなほど熱くなっている。

　指を二本に増やし、蜜をかき出すように出し入れする。ぷっくりと膨らんだ花芽を押し潰し、緩急をつけながら捏ねくり回す。愛液が溢れ、ぐちゅぐちゅという水音が部屋に響く。

「あ、あ、はあ、うぅ、んんっ、あ、ダメ、なんか……きちゃう」

「そのまま、感じて。イケ」

　絶頂に導こうと指の動きを速めると華の身体がのけぞった。きゅっと乳首を摘まみ、なにも考えず首のつけ根に吸いつく。

「ああっ、は、あ……ふぅ、んんんっ」

　一際大きな嬌声とともに、華は果てた。膣壁が収縮し、きゅうきゅうと指を締めつける。ひくつくそこからゆっくりと指を引き抜き、大きく肩で息をしている華の頬にそっと口づける。

「大丈夫か？」

「はい……すいません。あの、私、変じゃないですか？　処女なのにこんなに気持ちよくなっちゃって。実は淫乱だったのかな……」

　真顔でそんなことを言うから、つい吹き出してしまう。感じやすい体質なのは間違いないが、淫乱はないだろう。

　真剣なのにと頬を膨らませる彼女に、〝普通のこと〟だと彼女が一番安心するであろう言葉を伝える。

　華のことを、宗二郎は彼女の入社当時から知っている。と言っても名前だけで、顔を知ったのは華が脅迫状を持って現れたあの日だ。

　面白い子が入社してきた。そんな話を宗二郎にしたのは、華の上司である経理部部長の清宮きよみや千都子ちづこだった。千都子は宗二郎の父である一雄の妹で、叔母にあたる。

　男に生まれればと父親に嘆かれたというほど豪胆な人で、宗二郎のことを昔からかわいがってくれている。

　千都子に聞いていた華の人物像はこうだ。

『大人しい顔をしてまったく物怖じしない、今時珍しいくらい自分を持った子。本人は自分のことを平凡だというけれど、近年稀に見る優秀さ。まずまったくと言っていいほどミスをしない。それが当たり前だと信じているところが怖い』

　そして、こんなことも言われた。

『宗二郎と合うと思うのよね。一回会ってみない？　話してみると面白いわよ。絶対、気に入るから』

　女性にトラウマがあることを知っている千都子がそんなことを言うのは珍しい。一体どんな子なのかと興味は湧いたが、結婚する気など一切なかった宗二郎は酒の席の戯言だと聞き流してしまった。

　こうなってみれば、千都子の見立ては正しかった。

　あの日の出会いを思うと穴があったら入りたいほど恥ずかしくなるが、脅迫状の送り主には感謝しなければならないかもしれない。

　このままなにもないといいのだが。念のため警戒はしておいたほうがいいだろう。頭をフル回転させて、今後の対策を組み立てる。

「うぅ、パンツが濡れて気持ち悪い」

　半泣きでそう言う華に思考が戻される。肩から力が抜けて、笑みが零れる。本当に華は癒しだ。下着なら乾燥機にかければいいだろう。そのあいだ、恥ずかしがるであろう華の反応を楽しむのもいい。

　自分にこんな変態じみた一面があるとは。真面目な顔をした宗二郎がこんなことを考えているなんて華は夢にも思わないだろう。少し前の自分だってきっと信じない。

　心の狭い男だと思われるのが嫌で口にしなかったが、綺麗になった姿も誰にも見せたくない。だが、自分のためだと言われれば喜びの感情が心を満たす。

　やっと見つけた特別な存在。こんなにも心惹かれる相手にはきっともう出会えないだろう。なにがあっても守る。そんな決意を胸に、宗二郎は華を抱きしめた。

















第四章












　月曜日。

　週末の二日間を宗二郎と一緒に過ごし、華は明るい気持ちで職場に向かっていた。

　今日から眼鏡をやめ、コンタクトだ。念のため眼鏡も持ってきているが、快適すぎてもう戻れる気がしない。

　それにしても、濃密な二日間だった。正式なお付き合いは先送りにしたものの、お互いの気持ちが通じ合ったせいかスキンシップが増えた。軽めから濃厚なものまで。

　おかげで華は〝イク〟という感覚をすっかり覚えさせられてしまった。処女なのに、だ。それでいいのかとも思うが、どうせ宗二郎に捧げるものだから構わないだろう。

　女子更衣室に入り、ロッカーを開ける。鍵をかけているから、当然なにもない。事務服に着替えて、黒い封筒が貼り付けてあった鏡を見る。

　本当に以前の自分とは別人だ。多少自信もついたせいか、表情も違って見える。近々もう一度夕子のサロンに行って、さらなるブラッシュアップを行う予定だ。

　なにせ今の華のスキルではヘアレンジはハーフアップ一択。巻き髪などもっての外だ。センスがない自分が垢抜けるには知識と鍛錬が必要なのだと華は学んだ。

　更衣室を出てオフィスに向かう。朝早く出社する華は、今日も一番乗りだ。椅子に座って、なにか違和感を覚えた。

　いつも机の上に置いてあるペン立てがない。おかしいと思い、まわりを見渡す。それからデスクの引き出しを開けて、華は動きを止めた。

　鍵のかからない大きな引き出しには、あまり出番のないマニュアルや予備の筆記用具を入れている。それは破られて、中は荒らされている。

　そして真ん中には、見覚えのある黒い手紙がある。繊細な模様の入った封筒に、シーリングワックスで封がされている。以前、華のロッカーに入っていたものとまったく同じだ。

　しばらく見つめたあとに、華はそれを手に取った。二回目だからなのか、ある確信があるからなのか、華は至って冷静だ。

　丁寧に封を開けて、中から便箋を取り出す。

『三門宗二郎に近づくな。身の程知らずのクソ女。忠告を無視するなら恐ろしいことが起こるぞ』

　若干、悪口が混ざっているが内容は前回届いたものとほぼ同じだ。違うのは、これが紛れもなく華に宛てられたものだということ。

　華は便箋を封筒に戻した。そして、鍵のついた引き出しにしまう。それから、荒らされた引き出しの中を片付け始めた。

　紙類が切り裂かれ、付箋はバラバラ。ボールペンが折られたりしているがたいした被害はない。部署の人たちが出勤する前には片付け終わった。

　あまり事を荒立てるのもよくないだろう。まずは宗二郎に相談しなくては。だが、間の悪いことに今日から一週間、宗二郎は出張で仙台に出向いている。

　どうにもできない状況で相談されても気を揉むだけだろう。仕事の邪魔をしたくはない。実害はないに等しいし、少し様子を見よう。なにも起こらない可能性もある。そう信じたい。

　だが、華のその願いは叶わなかった。

　その日の帰り道、誰かにつけられている気配を感じて華は振り返った。気のせいかとも思ったが、なんとなく気味が悪い。脅迫状の件で敏感になっているのだろうか。

　無事に家に着き、ほっと息を吐く。これから宗二郎が帰ってくるまで、ずっとこんなふうに神経をすり減らさなければならないのだろうか。

　宗二郎は、いつもこんな思いをしていたのか。そう思ったら少し泣きそうになった。

　だが、華が図太いからなのか、三日もするとそれが気にならなくなってくる。慣れとは恐ろしい。宗二郎がたいしたことはないと放置していた気持ちも分かる。

　だが、いい気はしない。できることなら、こんな煩わしいものから彼を解放してあげたい。

　これは宗二郎を苦しめている元凶を捕まえるいいチャンスだ。出張から戻ったら探偵を雇うと言っていたが、この機会を逃す手はない。

　犯人を見つけるために夜な夜なストーカー関連や尾行のことを検索しまくる。だが、なかなかいい案は見つからない。

　そう簡単に解決できるなら、とうの昔に宗二郎がなんとかしているだろう。

　宗二郎と違って、華を狙っている相手はひとりだと思われる。犯人だけなら見つけられる気がするが、華には捕まえる術がない。

　無理をして怪我でもしたら宗二郎が悲しむだろう。華も自分のせいで宗二郎になにかあったらとても落ち込む。自分がされたら嫌なことはしない主義だ。

　このままなら宗二郎が帰ってくるまで放置してもいいかと考えていると、華のスマホが鳴った。

　宗二郎からかと思ったが、液晶には見知らぬ電話番号が表示されている。不審に思いながら電話に出ると、はあはあという荒い息遣いが聞こえた。

『わあ、本当に繋がった。ドＳの華ちゃんでしょう？　僕のこと奴隷にしてほしいな』

　知らない相手から名前を呼ばれて、驚きのあまり通話を切ってしまった。

　しかも、奴隷などと言っていなかったか。混乱していると、再び着信がくる。さっきとは違う番号だ。

『もしもし。ねえ、ひとりでしてるんでしょ？　もう濡れてる？　エッチな声と音聞かせてほしいな』

　出たことを後悔しながら通話を切る。するとまた違う番号から電話がかかってきた。

「なに……なにが起こってるの？」

　とにかく冷静にならなければと、深呼吸をする。すると、突然インターフォンが鳴り驚いて飛び上がる。

　時計を見ると、もう二十二時を過ぎている。宅配便を頼んだ記憶はない。華にだって友人はいるが、みな遠方に住んでいて年に数回集まるのみ。こんな時間に訪ねてくる人物には心当たりがない。

　ドクドクと早鐘を打つ胸を押さえ、部屋の入口にあるモニターを確認する。だが、カメラをなにかで塞いでいるのか画面は真っ暗だ。

　リビングのドアを開けて、玄関のほうを伺う。その瞬間、ガチャガチャと激しくドアの取っ手が動き始めた。

「ひっ」

　小さな悲鳴が漏れて、慌てて口を手で塞ぐ。しっかりと施錠してあるから中に入ってくることはない。そう思うのに、恐怖を感じて冷や汗が背中を伝っていく。

　その間もひっきりなしに電話が鳴っていて、さすがの華もちょっと泣きそうになった。

　やがて音は止まったが、スマホはいまだに鳴り続けている。

「もう、なんなの」

　ため息をついて画面を見つめると、また着信がきた。宗二郎の名前が表示されているのを見て、急いで電話に出る。

『もしもし、華？』

　受話口から聞こえてきた宗二郎の声にひどく安心して、少しだけ涙が出る。

「宗二郎さん……」

『華、泣いてる？　なにかあったのか？』

　宗二郎の声が鋭くなり、はっとする。どうやっても帰ってこられない状況で心配をかけてどうする。

　今日は木曜日。宗二郎が帰ってくるまであと三日だ。こんなことはなんでもない。そう自分に言い聞かせる。

「ちょうど借りた小説を読んでいて、感動して泣いちゃいました」

　タイトルを伝えると、宗二郎は納得したようで小さくああ、と呟いた。もう読み終わっているが、泣いたのは本当だ。

『こちらは予定通り進んでいる。土曜日の午前中には東京に戻れる予定だ』

「よかったです。おみやげ楽しみにしていますね。牛タン、笹かま、ずんだ……」

　明るい声でそう言うと、宗二郎が小さく笑った。

『必ず買って行こう。早く華に会いたい』

　甘さを含んだ声に、胸が高鳴る。華も同じ気持ちだ。まだたった三日なのに、もう顔が見たくてたまらない。

「私もです。土曜日、楽しみにしていますね。明日も早いんですよね。もう寝てください。お仕事、頑張ってくださいね」

『ありがとう。華も本に夢中になってあまり夜更かしするなよ。じゃあ、おやすみ』

　電話を切ると、また知らない番号から着信が入る。

　宗二郎と話したことで、大分気持ちが落ち着いてきた。まずはなぜこんなことになっているのか、原因を探らなければ。

　深呼吸を数回繰り返してから、華は通話をタップしてスマホを耳に当てた。

「もしもし」

『もしもし？　華ちゃんだよね。かわいい声だね。言葉攻めが好きなんでしょう？　エッチなことたくさん囁いてあげるね』

「あー、大変申し訳ありません。まず、こちらの番号をどちらで知ったのか教えていただけますか？」

　わざとビジネス口調で聞くと、電話の向こうの男が戸惑っているのが分かった。

『性癖を晒す掲示板に、電話番号付きで書き込みがあって……。もしかして、自分でしたわけじゃない？』

　なるほど、どこかに華の個人情報が晒されているらしい。話ができる人物だと判断した華は、それは自分ではない。何件も電話がかかってきて困っているという話をする。

『今時、自ら電話番号書いちゃうなんて大胆な子だなとは思ったけど。面白そうだなと思ってかけたんだ』

「そうだったんですね。お相手できなくて申し訳ありません。それでお願いなんですけど……その掲示板にこれは間違いだと書き込んではもらえませんか？　あと、そのサイトの名前を教えてください」

『いや、こちらこそ……。分かりました、管理人にも報告しておきます』

　電話を切って、ふうっと息を吐く。話の分かる人物でよかった。ほっとしたのも束の間、また着信が入る。

「もしもし……」

　いきなり飛び込んでくる卑猥な言葉に耳を塞ぎたくなるのをこらえながら、華は電話の相手と対話を試みるのだった。






　次の日、華は寝不足でフラフラになりながら出社の準備をしていた。夜更かしには慣れているが、強いストレスを感じたからか身体が重い。

　あのあと朝方まで電話は続き、話が通じる相手には訂正と管理人への報告をお願いし、そうじゃない場合は即切るということを繰り返した。

　正直、会社に行きたくないが仕方がない。これは社会人としての義務だ。

　外に出て、華は玄関ドアになにかが貼りついていることに気がついた。

「うわぁ……」

　マジックで『クソ女』、『淫乱』、『消えろ』など罵詈雑言が書かれた紙が十数枚テープで貼られている。きっと、昨日ドアをイタズラしていた人物がやったのだろう。

　ご近所さんに見られてはいないだろうか。心配しながら写真を撮影し、それを剥がす。直接書かれなかっただけマシかとため息をついて、紙を家の中に放り込む。

　嫌がらせを受けているという大事な証拠だ。痕跡を残してくれてよかったと前向きに考えて、会社に向かう。

　これ以上なにも起こりませんようにと心の中で呟く。だがそれも、残念ながら叶わなかった。

「……嘘でしょう」

　自分のデスクの前で、華は呆然としながら呟く。

　華が会社から割り当てられているノートパソコンの画面が割られている。この一週間のことはイタズラでも済むが、これは立派な犯罪だ。

　さすがに上司に報告しなければならない。ため息をついて、華はノートパソコンを持って課長の元へ向かった。






　部長の耳に入れたほうがいいだろうという課長の判断で、華は部長室にきていた。宗二郎の叔母にあたる千都子は、壊されたパソコンを見て顔をしかめた。

「朝、出勤したらこうなっていたと。なにか心当たりは？」

　もちろんある。だが、まだ恋人というわけでもないのに、華の口から第三者に勝手に話していいものか。

「プライベートな話になりますが……」

　少しの時間考えたが、状況が状況だ。千都子なら問題ないだろうと、宗二郎のことと脅迫状のことを話す。

「なに？　佐藤さんが宗二郎と？」

「はい。そういうわけでまだ正式にというわけではないのですが……」

「なるほど。佐藤さんが大変身したのは、宗二郎のせいだったのね。それはそれは……」

　なんだか嬉しそうな表情に見えるのは気のせいだろうか。もしかしたら、宗二郎の女性関係のトラブルを千都子も知っていて、甥に訪れた春を喜んでいるのかもしれない。

「我が甥ながら宗二郎はいい男よ。妬む人物がいてもおかしくはないけど……。それにしても悪質ね。しかも、犯人は社内の人物……。このこと、宗二郎には？」

「今出張中なので、帰れない状況でこのことを知っても気を揉むだけなので伝えていません。昨日まではたいした被害ではなかったので」

「ふむ。佐藤さんの気持ちも分かるけど、こうなった以上、報告しておいたほうがいいわね。そろそろ仕事も落ち着いている頃だろうし。社長には、私から報告しておく。とにかく身辺には注意して。今日は会社の近くに泊まっていたほうがいいんじゃない？」

　心配してホテルの手配をしてくれると言ってくれたが、そこまでしてもらうのは申し訳なくて丁重に断る。パソコンはすぐに新しいものを用意してもらえて、華はそれを持ってオフィスに戻った。

「あら、佐藤さんどうしたの？」

「ちょっとパソコンの調子が悪くて。修理に出してもらうことになりました」

　隣の席の同僚に聞かれ、笑顔で答える。早めに出勤しているおかげで、この騒動は他の人たちには気づかれなかったようだ。

　ふと視線を感じて顔をあげると、理沙が睨むようにこちらを見ていた。目が合うと、パッと視線を逸らされてしまう。

　なんだか、いつもより顔色が悪い気がする。目の下にクマもできているような……。

　まさか、理沙が犯人……？

　確かに宗二郎に思いを寄せているようだし、突っかかってもきた。休みの日に華といるところを見たというのも、宗二郎のことをつけ回していたから？

　最初の脅迫状のときも、理沙はその場に居合わせている。いつもギリギリに出勤する彼女が、妙に早い時間に会社にきていた。あれは、自分が出したものの反応を見るためだったのではないか。

　考えれば考えるほど理沙が怪しく見えてくる。だが、彼女が犯人だという証拠はない。なにか決定打となるものがあれば……。

「佐藤さん、明日の会議で使う書類……大丈夫そう？」

「あ、パソコン……。大丈夫です。今日中にはなんとかします」

　今日出せばいいと思っていた決算書が、壊れたパソコンに入ったままだ。これはもう作り直さなければならない。午前中に伝票を処理して、午後はそれに全力を注ごう。今日は残業になりそうだと思いながら、華はパソコンのキーを叩き始めた。






　なんとか今日のタスクを終えて、会社の外に出る。現在七時過ぎ。なるべく早く帰りたかったが、こればかりは仕方がない。

　帰宅する人が多いのは安心だ。これだけ人がいれば、なにかしてくるということはないだろう。

　駅の改札が見えてきて、華は鞄からＩＣカードを取り出そうとする。

「華ちゃん、どこに行くの？」

「え？」

　突然、肩を掴まれて華は驚いて目を見開いた。

　三十代後半くらいだろうか。人のよさそうなスーツ姿の男が笑顔を浮かべて立っている。

「俺、タクマ。会えてよかった、すぐ分かったよ。さあ、場所を移動しよう」

　肩を抱かれて、ゾワリと肌が粟立つ。湧き上がる嫌悪感に抗えず、華はその手を振り払った。

「え、どうしたの？　さっきまでノリノリでやりとりしてたのに」

「はい？　誰かと間違えていませんか？」

　不快感を隠そうともせず眉間にシワを寄せる華に、男が戸惑った顔をする。

「ええ？　Ｌアプリの華ちゃんでしょ？　これ、君じゃないの？」

　男がスマホの画面を華に向ける。そこには出会い系アプリが表示されていて、華という名前で登録されたプロフィールには身に覚えのない盗撮されたと思われる写真が使われている。

「なにこれ……」

　華の反応を見て、やりとりしていたのは彼女ではなかったと気づいたのだろう。男が狼狽し始めた。

「ええと……なにかの間違いだったみたいだね。じゃあ、俺はこれで……」

「ちょっと待ってください！」

　立ち去ろうとする男を、今度は華が引きとめる。

「このプロフィール画面と、この人とのやりとりを見せてください」

　華の真剣さに気圧されたのか、男は素直にスマホの画面を見せてくれた。写真も撮らせてくれたが、そのやりとりを見て華はくらりと眩暈を覚えた。

　確かにノリノリだ。男性器が好きだとか、エッチなことをたくさんしたいだとか。とにかく卑猥な言葉が並んでいる。

　どこからか見ていたのだろう。華の居場所を知らせるメッセージが男が声をかけてくる直前に送られている。

　ここまでくると、さすがに気味が悪い。まわりを見渡すが、それらしき人物は見当たらない。

　暑いはずなのに、寒気を覚える。もし、理沙だったとしたら姿を見つければ分かりそうなのに、まったく犯人の実態が見えない。それにしても、そんなことただの会社員である理沙にできるのだろうか。

　家に帰る途中、すれ違う人すべてが怪しく見えて疑心暗鬼になってしまう。普段の数倍の疲労を覚えながら帰宅した華は、玄関の前で立ちつくした。

「なんなのよ、もう……」

　今朝と同じ、罵詈罵倒が書かれた紙が貼りつけられている。大きなため息をついてから、朝と同じように写真を撮って貼り紙を外す。

　周囲に人がいないことを確認してから中に入り、しっかりと施錠する。そこでようやく、息をつくことができた。

　食欲も湧かず、汗を流したくてシャワーを浴びる。髪を拭きながら、今後どうすればいいかを考える。

　電話の件数は減ったものの、きっとゼロになることはないだろう。ああいう掲示板は無数にあるのだろうし、対策をしたとしてもイタチごっこだ。

　犯人が出会い系で華の名前を使ってやりとりをしている相手も、あの男だけとは限らない。

　自宅も特定されているし、やはりホテルに避難すべきだろうか。電話番号も変えなくては。会社の近くのホテルを検索しようとすると、宗二郎から電話がかかってきた。

　こんな時間に連絡がくるなんて、珍しい。今日は早く仕事が終わったのだろうか。

「もしも……」

『華、俺になにか隠しているだろう』

　繋がった途端、鋭い声でそう言われ目を丸くする。

「ありますけど、今日報告しようと思っていたんです。もしかして、宗二郎さんもなにかありました？」

『……フリーメールから、華が男に肩を抱かれている写真が送られてきた。〝佐藤華は不倫している最低女だ〟という文章付きでな』

　さっきの男といたところを、写真に撮られていたらしい。ということは、やはりあの近くに犯人がいたことになる。

　そのあと、ここにきて貼り紙をしたのか。それとも犯人に協力者がいるのだろうか。

「それで、宗二郎さんはそのメールの内容を信じたんですか？」

『まさか！　それはない。俺は華のことを信じている。今朝のことも、父から聞いている。俺は、華がひとりで危ないことをしているのではないかと気が気でなくて……。仕事も急ピッチで終わらせてきた。今、そっちに戻る新幹線の中だ。着いたらすぐに迎えに行くつもりだ』

　宗二郎が帰ってくる。会える喜びが湧き上がり、自然と笑みが零れる。だが、結局心配をかけてしまったし、無理をさせてしまった。

　小さくため息をついて、華は今までのことをすべて話した。貼り紙や電話のことは千都子に報告していなかったため、そのことを知った宗二郎は憤慨した。

『……ひどいな。これはもう立派な犯罪だ。俺がずっと放置していたからだな。怖い思いをさせてすまない』

「そんな。こちらこそ申し訳ないです。仕事の邪魔をしてしまって」

『もうほとんど終わっていたから大丈夫だ。それにしても、まったく華は……なんでもひとりで抱え込もうとするな。もっと俺に頼ってくれ』

　宗二郎に優しくそう言われ、思わず涙が出そうになってしまう。。

　ガチャガチャガチャガチャッ

　玄関からまたドアを開けるような物音が聞こえてきて、華はビクリと肩を震わせた。

『華、どうした？』

「……誰かが玄関を開けようとしています。ちゃんと鍵はかけてあるので大丈夫です」

　そう言いながら立ち上がり、足音をたてないように玄関に向かう。

『華!?　なにをしようとしている。絶対に出るなよ』

　分かっている。華だってそんな無謀なことはしない。だけど、なぜこんな思いをしなければならないのか。

　いくら宗二郎がハイスペックなかっこいい男でも、こんなことをされ続けていいわけがない。華も宗二郎も、ただ恋をしただけだ。

　言いたいことがあれば、陰でこんな陰険なことをしていないで直接言ってくればいい。

　そんな怒りを込めて、華はいまだに耳障りな音をたてている玄関のドアを拳で叩いた。

　途端に音がやみ、なにかが落ちる音ともに走り去る音が聞こえる。

『華、どうした？　大丈夫か？』

　人の気配がないことを確認してから、華は玄関のドアを開いた。

「平気です。ちょっと中から反撃しただけなんですけど……犯人、すごい証拠を残していってくれました」

　よほど驚いたのだろう。玄関の前にはいろいろなものが散乱していた。誹謗中傷が書かれた紙、ハサミ、セロハンテープ。そして……スマートフォン。

　今まで実態が見えなかったのに、こんな失態をさらしてくれるとは、やはり神様は日頃の行いをきちんと見てくれているのかもしれない。

　そう思いながら華は、見覚えのあるショッキングピンクのカバーのついたスマートフォンを拾い上げた。






　それから一時間後。インターフォンが鳴り、モニターに宗二郎が映っているのを見て、華はホッと息を吐いた。

　ドアを開けるとすぐ、華のことを宗二郎が抱きしめる。

「顔を見るまで、気が気じゃなかった。本当に無事でよかった」

「心配かけてごめんなさい。やっぱり無理しましたよね」

　目の下のクマを撫でると、その手を宗二郎が掴んで口づけた。途端に身体が熱くなり、真っ赤になって口をパクパクさせる華を見て宗二郎が小さく笑った。

「こ、ここじゃなんですので。狭いですけど中へどうぞ」

　なんだかいつにも増して宗二郎のことがかっこよく見える。つい目を逸らして、リビングに招き入れる。

　決して広くはないワンルームの部屋に、仕立てのいいスーツを着た宗二郎がいるというのがなんとも違和感がある。

　やはり育ちが違うのだなと思いながら、飲み物を出そうとキッチンに向かおうとした華の手を宗二郎が掴んだ。

「待て、どこに行くんだ？」

「ちょっとキッチンに行くだけですよ。お茶くらいしかないですけど……」

「大丈夫だ。それより華を補給させてくれ」

　引き寄せられ、当たり前のように膝に座らされる。すりすりと頬を寄せてくる宗二郎がなんだかかわいい。

　クールな彼にこんな一面があるなんて、会社の人たちが知ったらきっと驚くだろう。

「これが、例の嫌がらせの貼り紙か」

　しばらくそうしていたあと、テーブルの上に置いておいたファイルに気づいた宗二郎が顔をしかめた。

「そうです。今朝とさっきの分。それから、二通目の脅迫状と、分かる範囲でのネットの書き込みもコピーしておきました。かかってきた電話もスクショしてありますし、何件かは録音もしました。今日声をかけてきた男から、私の名前を使ってしていたやりとりも写真を撮ってきてあります」

「……すごいな。なかなかそこまで冷静に対処できる女性は少ないと思うぞ。華は、自分の能力を過小評価しすぎだ」

「え？　そうですか？　普通だと思いますけど」

「普通の基準は人それぞれだからな。華がそう思うならそうなんだろう。それで、犯人が落としていった大きな証拠というのは？」

　華はテーブルの上に置いてあったスマートフォンを指差した。さすがに予想外だったのだろう。宗二郎が目を丸くする。

「これは……ずいぶん大きな落し物だな」

「ちょっとドアを叩いただけなんですけど、よほど驚いたんでしょうね」

　宗二郎のことを待っているあいだも、何度も出会い系アプリと思われるところから通知がきている。やはり、やりとりをしているのはあの男だけではないのだろう。

　最初に声をかけてきた男が話の通じる人間で本当にラッキーだった。

「犯人は、私と同じ経理部の山田理沙さんです。この派手なピンクのカバー、宗二郎さんも見覚えがないですか？」

「彼女が……？　そういえば、あのとき連絡先を交換して、三人で食事に行こうと何度か誘われたことはあったが。すぐに華とふたりで会うようになって、三人で行くメリットもないから断ってしまった。それ以外にアプローチされたことはないが」

「山田さんて、すっごく気が小さいんだと思います。そのくせにプライドは高いから、自分から行動を起こせないんです、多分。彼女、美人で男の人から見たら魅力的じゃないですか」

「そうか？　俺は華が一番かわいい」

　真顔で言われて、赤面する。恋は盲目とはよく言ったものだ。

「この証拠品は、俺が預かる。ここまでよく頑張ってくれた。あとのことは、俺に任せてくれ」

　華は、理沙が住所を流出させている可能性があるため、宗二郎の家に泊まることになった。中途半端な関係のままで甘えていいのかとも思ったが、傍にいてほしい気持ちが強くそれを優先することにした。

　そしてそれから二日後、理沙は警察に逮捕されたのだった。

















第五章












　理沙が警察に逮捕されてから、二週間が過ぎた。

　理沙が逮捕されたのは、宗二郎の父親である一雄が被害届を出したからだ。会社の防犯カメラに朝早くハンマーのようなものを持って歩く姿がハッキリと映っていたらしい。

　社内では理沙が重大な事件を起こし、解雇されたと認識されている。それに納得している人が多いのには驚いた。理沙は、経理部の前にいた部署でも問題を起こしていたらしい。

　それが宗二郎の兄の康一郎絡みだというから驚く。理沙は、かつて康一郎の何人もいる恋人のひとりだった。康一郎が失踪したときに捨てられ、そのあと次期社長の宗二郎に狙いを定めたのだとか。

　だが、宗二郎は康一郎のようにはいかない。そこで、機会を伺おうと宗二郎のことをつけ回すようになりそれが癖になってしまったのだという。

　やはり最初の脅迫状は間違えて華のロッカーに入れていた。だが、逆にチャンスだと宗二郎に近づこうとしたが、上手くいかなかった。

　そして、あろうことか宗二郎は地味な華を気に入ってしまった。それが許せず、今回の事件を起こした。この動機は華の予想通りだった。

　華も迷ったが、被害届を出すことにした。理沙のスマホから、アプリを使って華のことを男に襲わせようとしていた事実が分かったからだ。それもひとりやふたりではない。

　そこまでするかとゾッとした。なにがそこまでの狂気を生んでしまうのかは分からないが、しっかりと罪を償ってほしい。

　ちなみに理沙の実家が探偵事務所を営んでおり、見様見真似で様々な技術を身に付けたらしい。なかなか実態が掴めなかったのもそのせいだ。その執念を、ぜひ仕事で活かして欲しかったものだ。

　最初の事件から約二ヶ月。華はようやく平穏な日常を取り戻した……はずだった。

「すごいわよねー。まさか佐藤さんが、あの三門部長を射止めるなんて」

　この数日で何度言われたか分からない言葉を聞いて苦笑いをする。

　宗二郎との関係が、社内中にバレた。それだけならまだしも、なぜかもう婚約したという話になっている。一応、まだ恋人になっていないというのにだ。

「でも、なんか納得よね。佐藤さんて優秀で優しいし。私、子どものことで仕事を休みがちなときに、申し訳なくて退職を考えるくらい追い込まれていたの。そのとき佐藤さんに『仕事はいくらでも代われるけど、子育ては代われないから。いつもお疲れ様です』って言われてすごく救われたの」

「あ、私も体調悪いときに栄養ドリンクくれて、仕事も手伝ってもらった。ひとりでいるのが好きなんだと思ってそっとしてたけど、本当はちゃんと話してみたかったのよね」

　容姿を変えたら雰囲気が変わったのかよく話しかけるようになったが。どうやら、今まで気を使ってもらっていたらしい。

　昼はさっさと食事を済ませゲームをするのが常だったが、こんなふうにワイワイいろいろな話をするのも悪くない。

「佐藤さん、すごく魅力のある人だもん。三門部長、さすが見る目あるわ」

「結婚はいつになるの？　大企業の御曹司のお嫁さんだものね。準備に少し時間がかかるかしら。佐藤さんに辞められたら困っちゃうわ」

「いやー、どうですかねぇ。でも、当面仕事を辞める予定はないですから。あ、休憩終わりますよ。仕事しましょう」

　笑ってごまかして、午後の仕事に取りかかる。一体、どこまで噂が広がっているのだろう。すっかり華は有名人で、社内を歩くと視線が痛くて体中に穴が空きそうだ。

　同じ部署の同僚たちが好意的な目で見てくれているのは意外だったが、救いにもなっている。

　華としては助け合うのは当たり前だと思っていたが、とても感謝されていたらしい。

　頑張ってきたことが認められるのは、とても嬉しいことだ。またひとつ自信がついたと、華は明るい気持ちでパソコンと向き合った。






「そういえば、噂の出処の犯人が分かったよ」

　帰宅した宗二郎の言葉に、華は大きく目を見開いた。数日前に聞いたときは宗二郎も分からないと困惑していたのだ。

「え、誰ですか？」

「うちの父だ。役員会で、俺に恋人ができて結婚間近だと話したらしい。どうもそこから情報が漏れて、社内に広まってしまったようだ」

　まさかの人物に、華は脱力してソファーに沈み込む。まさか一雄の仕業だったとは。きっと、千都子がふたりの関係を話したのだろう。

　宗二郎に相応しくないと交際自体を反対されるかと心配していたので拍子抜けしてしまう。

「それはないよ。俺が、二度目の兄の騒動のときに恋愛事には一切口を出すなと言ってあるから。それは結婚する気はないから放っておいてくれという意味だったんだが。そんな俺に好きな相手ができたと知ってはしゃいでしまったんだ」

　隣に座った宗二郎が、華の顔を覗き込む。

「華も、いい加減観念しないか？」

「え？」

「もうそろそろ恋人になってくれてもいいんじゃないか？　もうほぼ同棲状態だし」

　華はぐっと言葉に詰まった。この二週間、華は一度も家に帰っていない。まだなにがあるか分からないと宗二郎に止められているのもある。

　だが、それ以上に彼との生活があまりにも居心地がよくて、離れがたくなってしまったのだ。

「それにもう社内では俺たちの関係は周知の事実。しかも、親も公認だ」

　確かにそうだ。なんだかいろいろ順番が違う気がするが、お互いの気持ちはとっくに一致している。これ以上引き延ばす意味はないだろう。

「そうですね。自分磨きは続けますけど、これからよろしくお願いします」

「……ああ。大切にする」

　とても嬉しそうな宗二郎を見て、こんな顔が見られるならもう少し早く頷いていてもよかったかもしれないと思う。だがきっと、このタイミングがベストだったのだ。

「それなら華は、今日から俺と同じベッドで寝てくれるな」

　太股を撫でられて、誘われているのだと分かる。今日は金曜日で、明日のことを心配する必要もない。宗二郎の顔を見ると、彼は情欲を孕んだ目で華のことを見つめていた。

　それだけで身体が熱くなるのを感じながら、コクリと頷く。それを見て頬を緩めた宗二郎が華の頭を優しく撫でた。

「寝室で待っていて。シャワーを浴びてくる」

　脱衣場に向かう宗二郎の背中を見送って、華もノロノロと動き出す。今まで別の部屋で寝ていたから、寝室に入るのは初めてだ。二週間のあいだに何度か彼に触れられたが、いつもリビングのソファーだった。

　そっとドアを開けて、中に身体を滑り込ませる。寝室も他の部屋と同じように、シンプルなモノトーンでまとめられていた。華の暮らしているアパートのワンルームの部屋より広い。

　オシャレな間接照明が置かれていて、まるでホテルのようだ。電気は点けずに、枕元のライトにだけスイッチを入れる。

　広いベッドに座り、ふうっと息をつく。これでもなんだか明るい気がするが、大丈夫だろうか。何度も宗二郎に触れられているが、その先に進むのは初めてだから緊張する。

　もう指を入れられても痛みは感じない。それどころか、快感の芽のようなものを感じる。そうは言っても、やはり初めては痛いのだろうか。

　脱衣所のドアが開く音が聞こえて、華の緊張はピークに達した。ベッドの真ん中で姿勢を正す。寝室に入ってきた宗二郎は、腰にバスタオルを身に着けているだけだ。

「う、あ、なっ……」

　初めて見た裸に動揺してしまい、目を逸らす。下を向いていると、宗二郎がベッドに上がってきた。足のあいだが不自然に盛り上がっているのが目に入り、バッと顔を上げる。

　それがなんなのか、いくら経験のない華でもすぐに分かった。

「気づいたか？　この年になって恥ずかしいが、服を着るのが煩わしいほど余裕がない。もうはち切れそうで、痛いくらいだ」

　はあっと熱い息を吐く宗二郎が色っぽい。眼鏡を外した姿を見るのは初めてだ。もちろんかけていても素敵だが、ないのもいい。思わず見惚れる華の頬に、宗二郎の手が触れた。

「華……」

　宗二郎の顔が近づいてきて、反射的に目を瞑る。重なった唇がクールな彼からは想像できないほど熱い。

「ずっと、こうしたかった……」

　その言葉が合図のように、触れ合うだけだったキスが変化する。角度を変えて何度も啄み、感触を確かめるように挟まれて、舌でチロチロと舐められる。

　背中にゾクリとしたものが走り、自然と口が開く。そこに宗二郎の舌がねじ込まれた。歯列をなぞり、口蓋から頬の裏まで、余すことなく這いまわっていく。

　舌の上から根元をぬるぬるとした舌で擦りあげられると、気持ちがよくて声が我慢しきれなくなる。

「んっ、んんっ、宗二郎さっ」

「気持ちいいか？」

「うん、もっと……」

　ねだるように首に手を回すと、宗二郎がゴクリと喉を鳴らす。先ほどより乱暴に唇が重なり、望み通りの刺激が与えられる。

　宗二郎も同じように気持ちいいのだろうかと、動き回る舌に自分のものを絡める。彼の口から小さな呻き声が漏れ、それが嬉しくて夢中で絡める。

「んっ、はっ、ああっ」

　胸元の圧迫感が消え、宗二郎が乳首を摘まむ。キスに夢中になっている間に、いつの間にかブラのホックが外されていた。

　ベッドに押し倒され、Ｔシャツが捲り上げられる。今まで服を脱がされたことがないから、裸を晒すのは初めてだ。彼の視線がそこに注がれているのを感じ、華は顔を横に逸らした。

「……綺麗だ、すごく。華は色が白いな。ここも、かわいい。美味しそうだ」

　乳輪のまわりを指で撫でていた宗二郎が舌なめずりする。そのまま頂を口に含まれて、ビリビリとした快感が全身に走り、背中が弓なりに反った。

「あ、ああっ、ひああぁっ」

　舌先が乳首を押し潰し、ぐりぐりと刺激される。今度は吸われ、痛いくらいに硬くなったそこを扱かれる。足の間がむずむずして、華は無意識のうちに内腿を擦り合わせた。

「指より、舌のほうがよさそうだな」

　時折肌を吸い上げながら、今度は逆の胸をベロリと舐められる。宗二郎の唾液で濡れた反対の突起は指で摘ままれ、クリクリと捏ねくり回された。

「ああぁっ、ダメ。は、ふぅ、ん、あ、あ、これ、ダメッ」

「いい、の間違いだろ？　今までとは比べものにならないくらい声が艶めいている」

　自分でもそれは分かっている。抑えたいけれど、我慢できないのだ。今までは手加減されていたのだと初めて気づく。手で口を塞ごうとすると、それを宗二郎に阻まれた。

「もっと聞かせてくれ。俺しか聞いていないのだから」

　それが恥ずかしいのだ。だが、それは言葉にできない。絶え間なく続く胸への愛撫に、まともな言葉を発することができない。

　今まで相当な我慢を強いられてきた宗二郎は、その鬱憤を晴らすかのようにそこを愛でている。下から上に揉み上げ、尖らせた舌先でチロチロと先端を撫でられる。

「ひっ、んんっ、あ、宗二郎さん……もう、お願い……」

　腹の奥が熱くてたまらない。我慢できなくなっておねだりすると、胸から宗二郎が顔をあげた。その瞳がすっと細められる。

「ん？　どこを触って欲しいの？」

　宗二郎にそう聞かれ、華は困ったように眉尻を下げた。分かっているくせに、意地が悪い。余裕がないなんて嘘じゃないか。だけど、もうこの状態は耐えられない。下腹部に溜まった熱をなんとかして欲しい。

「焦らさないで。早く脱がせて」

　面と向かって言うのは恥ずかしいから、ぎゅっと抱きついて耳元で囁く。お腹に当たっているタオル越しの宗二郎の欲望が、ぐんと質量を増した気がした。

「それは反則だ。望み通りに」

　捲り上げられていたＴシャツとブラが腕から抜かれ、部屋着のスウェットが脱がされる。ショーツ一枚になった華をじっくりと見つめてから、足を大きく開いた。

「すごい、もう沁みてる」

「だって……あ、嘘っ」

　宗二郎の顔が、そこに近づく。手を伸ばし、頭を押すがまったく意味がない。下着の上から割れ目を舐められ、舌先で敏感な芽を突かれる。くりくりと円を描くように刺激されると、また秘所から蜜が溢れショーツを濡らす。

　宗二郎が舌を動かすたびに、ぐちゅぐちゅという粘着質な音が響く。華の蜜と、宗二郎の唾液で下着はもうびしょ濡れだ。貼りついた布地からぷっくりと花芯が浮き出ている。

　淫靡な光景に唾を飲み込んだ宗二郎は、たまらなくなってショーツをずらし直接そこに吸いついた。

「ひっ、あ、あ、な、に……あっ、ふぅ、んんっ……ひあ、あっ」

　生温かい濡れたものが花芯を包む。身体中に電流が走り、腰が浮く。かつてないほどの強い快感に上へ逃れようとした華の腰を宗二郎が掴む。そのまま引き戻され、ショーツが脱がされた。

　さらに大きく足を開かれ、宗二郎の視線が足の中心に注がれる。強い羞恥に襲われて、華は顔を横に背けた。

「ここも、綺麗だ。濃いピンク色で……舐めて欲しそうに膨らんでる」

　ふうっと息を吐きかけられ、小さく身体が跳ねる。見せつけるように赤い舌を出した宗二郎が、ベロリとそこを舐めあげた。

　花びらを開くように丁寧に唇で愛撫し、ひくつく膣口に舌をねじ込む。そのまま抽挿を繰り返し、溢れる蜜をじゅるじゅると吸いあげた。

「あ、ああっ、熱い、中、かき回さないで……ひんっ」

　それを何度か繰り返し、満足がいくまで蜜を味わってから花芯にむしゃぶりつく。吸いあげながら舌で転がされると、すでに快楽を教え込まれている身体はあっという間に追い込まれる。

　ガクガクと太股を震わせる華に限界が近いことを察した宗二郎が舌の動きを速める。花芯を強弱をつけて舌先で震わされると、秘奥からぶわりと蜜が溢れだした。

「ああっ、イ，ク、……あああぁっ」

　全身を大きく震わせて、華は達した。肩で息をする華に宗二郎がよくできましたとばかりに口づける。それから、濡れそぼった膣内へと指を差し入れた。

「あ、もう、いいから。宗二郎さんは、しないの？」

「もちろんする。だが、困ったことに興奮して大きくなりすぎている」

　宗二郎は苦笑いしながら、腰に巻いたままだったバスタオルを外した。

「え、あ……すごい」

　初めて見る男性器に華は目を丸くする。腹につきそうなほど勃ち上がったそれは血管が浮かび上がりビクビクと脈打っている。想像よりずっと大きくて、あれが本当に自分の中に入るのかと心配になってしまう。

「一昨日もしたから、大分中は柔らかくなっているな。そろそろ、こっちでイク感覚も覚えるんだ」

　中を探るように、ゆっくりと動く。もう最初に感じた違和感はなく、宗二郎の指の腹が一転を掠めるたびにビクンと身体が揺れる。

「ここ、気持ちいいな。本当に、いやらしい身体になった」

「だって……ひぁっ、んんっ、はあ、あ、あ……ダメ、そこ、激しくしたら……」

　そこを何度も押し上げながら、胸の頂を舌で転がされる。パチュパチュという水音と華の荒い息だけが部屋に響く。

　華の意思とは関係なく膣壁が収縮する。もう宗二郎によって、何度も感じさせられたあの感覚がそこまで迫っている。

「あ、はあ、ふう、そうじ、ろ……さ、ああっ、イク…イ、ク、ふあああぁっ」

　一際大きな嬌声をあげて、絶頂を迎える。二回続けてだからか、初めて中で達したからなのか。先ほどよりも強い快感が全身を包む。身体も頭もとろけそうだ。

「華、挿れるよ。俺も、限界だ」

　華が余韻に浸っているうちに避妊具を装着した宗二郎が切なげに眉を寄せ、熱い息を吐く。壮絶な色気にあてられて、膣口がひくついた。

　蜜をまとわせるように割れ目を撫でる。花芯を膨らんだ先端で突かれて、ビクリと身体が震えた。

「いくよ」

　肉棒の先端が秘所に埋まっていく。中を押し広げられるような感覚に、息が詰まる。

「はっ、華……」

　名前を呼ばれ、唇が塞がれる。舌を絡めながら、宗二郎が浅い抽挿を何度も繰り返す。きっと一気に貫いてしまいたいだろうに。どこまでも華を気遣ってくれる宗二郎のことが愛おしくてたまらない。

　少しずつ、時間をかけて奥に進んでいた肉茎が、やがて華の中にすべて納まった。

「はあ、やっぱり、きついな。全部、入った。大丈夫か？」

「んっ、宗二郎さんが優しくしてくれたから平気。なんだか、今すごく幸せ」

「ああ、俺もだ」

　重ねるだけのキスをして、ふたりで微笑みあう。初めてがこの人でよかったと、華は心の底から思った。感極まった華の目尻から涙が零れる。
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　だけど、これで終わりではない。華が慣れるまでと苦しそうに眉を寄せながらも動かないでいてくれる宗二郎の頬にキスをする。

「もう大丈夫だから。動いて」

「いいのか？　ゆっくりするから、辛かったらすぐに言うんだよ」

　目元にキスをしてから腰を引いて、ゆっくりとまた奥まで押し込む。圧迫感はあるが、事前に散々慣らされていたおかげか耐えられる痛みだ。

　華の表情で大丈夫そうだと察した宗二郎が、徐々に動きを速めていく。

「ひっ、ああぁ、そこ、嫌、あ、ああっ」

　中をかき回され、弱い個所を傘の張った部分で擦られる。指とは比べものにならない質量のものが、抉るように抽挿を繰り返す。

　嬌声をあげながら、華は宗二郎の身体にしがみついた。

「華、気持ちいい？」

「う、んん、気持ちいい……は、あん、私、処女だったのにぃ」

　こんなに感じてしまうなんて、やはり淫乱なのではないか。そんな気持ちで出た言葉に、腰の動きを止めないまま宗二郎が笑った。

「それは俺のせいだ。こんなに感じてくれて、我慢して開発したかいがあったよ。おかげで、持たなそうだ」

　あれはそういうことだったのか。こんな淫らな身体になってしまってどうしようと思うが、宗二郎が喜んでくれるならそれでいい。

　足を抱えられ、限界まで肉棒を引き抜いた宗二郎が一気に最奥まで貫く。硬い亀頭でごりごりと抉られて、目の前に火花が飛ぶ。

　肉のぶつかり合う音と、じゅぷじゅぷという粘着質な音が部屋に響く。腰を止めないまま、宗二郎が華の首筋に吸いついた。

　そのまま耳朶を噛み、穴に舌を差し込む。音をたてて耳を舐めると、膣壁が宗二郎の肉棒を絞めあげ呻き声が口から洩れる。

　宗二郎も、そろそろ限界が近い。ずっとこのままでいたいが、それは無理な話だ。ピンと勃ち上がった乳首に手を伸ばし、指先で摘まみ捏ねくり回すと華の背中が弓なりに反った。

　その身体を抱きしめて、終わりに向けて律動を速める。華の弱い場所を容赦なく擦ると膣壁がうねり、肉茎を締め上げる。

　感じたことのない快感に、低い呻き声が宗二郎の口から洩れた。息が荒くなり、汗が噴き出る。華にももっと感じて欲しくて、最奥を突き上げながら赤く腫れた花芯に指を這わせた。

「あんんっ、宗二郎さん、も、ダメ、はあ、ふ、また……ああああぁっ」

　そこを嬲られながら硬い肉棒で愛液が泡立つほど膣内を何度も擦られ、目の前が真っ白に染まった。痙攣する身体を抱きしめた宗二郎が唇を塞ぎ、口内を激しく犯していく。

　肉壁が蠢き、宗二郎のものを奥へ奥へと導く。それに抗わず、これ以上ないくらい膨張した肉茎を最奥に打ちつけた。

「華、華……は、くっ」

　ぶるりと宗二郎の腰が震える。ぐっとさらに質量を増し、薄い皮膜越しに欲望をぶちまけた。目を閉じて、快楽に浸る宗二郎はとても色っぽい。そんな顔をさせているのが自分だと思うと、華は女に生まれた喜びを初めて感じた。






　息を整えた宗二郎は、華の中から自身を引き抜いた。かつてないほど気持ちよかった。身体の相性がいいというのはこういうことだろうか。

「もう、手放せない」

　華の気持ちが自分に向いていると知ったときから、生涯添い遂げることになるだろうと思っていた。だが、身体を重ねたらその気持ちがより強くなる。

　初めての行為で疲れたのだろう。ベッドに沈み込み今にも寝そうな華に口づける。華の唇はプルプルしていて、触れ合わせているだけで気持ちがいい。

　キスをしたら押し倒してしまいそうでずっと我慢していた。その分、思う存分その感触を楽しむ。

　小さな舌も柔らかく、敏感な舌の先を擦り合わせると緩い刺激が腰に走る。

　欲望を吐き出したはずなのに、お預け期間があったせいか肉棒はいまだに硬いままだ。だが、初めての華に二回戦を求めるのは酷だろう。

　目の前にある裸体が魅力的で、つい手を出してしまう。ふにふにと胸の膨らみを揉み、自身がつけた赤い痕を撫でる。華がくすぐったいと身をよじり、小さな笑い声をあげる。

　今までに感じたことのないような幸福感で満たされて、宗二郎はまた華にキスをした。

「華、このままここに住まないか？」

「え？」

　華をこの家に連れてきた時点で考えていたことを口にする。宗二郎としては、すぐにでも結婚したって構わない。だが、華にはまだ時間が必要だろう。

　平凡をなによりも愛している華に、自分の妻になるということが大きな負担になることは理解している。だが、今の自分の立場は変えられない。

「そんな顔をしないでください。もうとっくに覚悟はできています」

　難しい顔をしている宗二郎の眉間を華が撫でる。ふふっと小さく笑ってから、首に手を回して宗二郎のことを引き寄せた。

「今でも私の考えは変わってないです。平凡が一番。宗二郎さんは、中身は読書好きの普通の男性です。だけど普通よりずっとかっこいいし、優秀だし、次期社長という立場です。でもそれも含めてあなたなので、大丈夫です。これから、よろしくお願いします」

　それにここから通えば夜更かししても三十分長く眠れると笑う華を抱きしめる。

　本当に彼女は器が大きい。次期社長夫人としての能力も十分あるというのに、本人はまったく自覚していない。

　彼女の上司である千都子が手放さないだろうが、経理部に置いておくのはもったいない人材だ。

　いっそ、宗二郎の秘書をしてくれないだろうか。そうしたらきっと、今よりずっと仕事も捗るに違いない。

　人事部にかけ合えば不可能ではないが、さすがにそんな公私混同はできない。だが、夢見るくらいは許されるだろう。

「華、好きだ。ずっと俺の傍にいてくれ」

「もちろんです」

　なんの迷いもなく頷いてくれた華に微笑む。彼女となら、どんな困難も乗り越えていける。最愛の人に出会えたことに感謝して、宗二郎はその唇にキスをした。

















第六章












「あっ、はっ、待って、今舐めないで」

「どうして？　ここ、こうされるの好きだろ？」

　硬くなった乳首を舌で転がされ、達したばかりで敏感になっている身体がビクビクと震える。

「ほら、動いて。早くイカせて、華」

　首筋を舐めながらそう言われて、背中がゾクリとする。

　宗二郎は一週間ほど九州に出張に行っていて、夜遅くに帰ってきたばかりだ。疲れているだろうから早く休ませようとしたが、したいと言われてそれならば華がすると提案した。

　張り切って上に乗ったのだが、結局先に達してしまい今に至る。

　上半身を起こして華を見上げる宗二郎はまだまだ余裕そうだ。それが悔しくて、力の入らない身体に鞭打って足に力を入れる。

　いいところに宗二郎の硬い肉茎が擦れるたびに甘い痺れが全身を貫く。必死に腰を動かしていると、宗二郎の息があがってきた。

「華、上手くなったな。はっ、本当にいじらしくて……かわいい」

「ああっ、なん……私がするって……ああぁっ」

「ごめん、もう我慢できない」

　下から突き上げられて、宗二郎の首に慌てて掴まる。容赦なく奥を穿たれ、頭が真っ白になった。

　そうなったらもうなにも考えられない。華は涙を流しながら、宗二郎にしがみつく。嬌声をあげる華を抱きしめて、宗二郎も皮膜越しに弾けた。

「はっ……気持ちよかった。華、ありがとう」

　お礼を言われるようなことはしてない。今日も宗二郎を満足させられなかった。このままでは飽きられてしまうのではないか。

　華と宗二郎が一緒に暮らすようになって半年が経った。季節は冬になり、先日ふたりは正式に婚約した。

　華の両親も宗二郎の父も喜んでくれたが、香子だけは難色を示していた。家柄が合わないなどと言っていたが、華の父が医師だと知ると黙った。これには宗二郎も驚いていて、顔合わせの席で男三人で医療システムの未来の話で盛り上がっていた。

　再び香子が長男の前に結婚するなんて体裁が悪いと言い始めたが無視した。その本人がいないのだからどうしようもない。

　あなたが大事に育てたすぐに失踪するような軟弱な男は、一生結婚できないのではと言ってやりたかったがさすがに我慢した。

　夕子は笑顔で『ずいぶん古い化石のような価値観をお持ちなんですね』と言い放っていたが、華の性格は案外母譲りなのかもしれない。

　宗二郎にすまないと謝られたが、華はまったく気にしていない。宗二郎を虐げていた人物と仲良くする気など毛頭ない。

　それよりも、華は今悩んでいる。

　自分磨きは継続している。肌も綺麗になったし、夕子という強力なアドバイザーが身近にいるおかげか劇的に垢抜けたと自分でも思う。

　仕事が忙しい宗二郎のためにと料理も頑張っている。だが、セックスはいまだに宗二郎に翻弄されるばかりだ。

　こういうことはふたりで高め合っていくものだと思うのに、与えてもらっているもののほうが多い。これでいいのだろうかと宗二郎を見上げる。

「どうした？」

「宗二郎さん……あの……」

　不満はないのかと聞こうとすると、宗二郎のスマートフォンが鳴った。着信の相手を確認して、顔をしかめる。

「ごめん、父だ」

　電話に出た宗二郎の顔が、みるみる険しくなっていく。なにかあったのだろうか。

「どうしたんですか？」

「兄が……戻ってきたらしい。母さんが俺たちの結婚や会社のことで騒いでいるらしくて……。明日、仕事帰りに実家に行ってくる」

「私も行きます！」

　また宗二郎が傷つけられるのは嫌だ。そう思ったのだが、宗二郎は露骨に嫌な顔をした。

「いや……その。明日は俺だけで大丈夫だ。何時になるか分からないし……」

　珍しく宗二郎は歯切れが悪い。まだ結婚もしていないのにでしゃばりすぎただろうか。宗二郎は華のほうを一切見てくれない。そのまま華は、なにも言えなくなってしまったのだった。






　次の日、どこか落ち着かない気持ちで仕事をしていると、内線が鳴った。

「はい、佐藤です」

『受付の真壁まかべです。あの佐藤さんに来客がきていて……』

　相手は最近結婚して名字が変わった佐藤華絵だった。伝えられた内容に驚いて目を見開く。

「え？　私に、ですか？」

　社外に出ることのない華に来客がくるなんてまずない。なにかの間違いではないかと、首を傾げる。

『それが、訪ねてきているのは三門部長のお兄さんで……。業務中だとは伝えたのですが、とにかく呼んでくれの一点張りで』

　華絵の困った声に、ため息をつく。時刻は四時過ぎ。せめて終業時刻を過ぎてからきてくれればいいものを……。

「分かりました。すぐ行きます」

　内線を切り、課長に事情を説明してからエントランスに下りる。直接訪ねてくるなんて、一体なんの目的があるのだろう。

「あぁ、ごめんなさい、佐藤さん」

　受付に行くと、華絵が申し訳なさそうに謝ってきた。彼女はなにも悪くない。今まで話したことはなかったが、美人なうえに性格もいい人みたいだ。

「先に三門部長に報告しようとしたんですが、定例会議中で……」

　ということは、華の上司である千都子も社長の一雄もそれに出ているはずだ。まさか、それを狙ってきたのだろうか。

「いろいろお気遣いいただいてありがとうございます。それで、その人はどこに？」

「あちらにいらっしゃいます」

　華絵が示したほうを見ると、待合スペースに若い男性が座っていた。近づいていくと、ヒラヒラと手を振りながら立ち上がる。宗二郎同様、背が高い。

　色素が薄いのか茶色い髪と琥珀色の瞳が印象的だ。タレ目のせいか、クールで近寄りがたい雰囲気の宗二郎とは真逆のタイプだ。

「はじめまして、華ちゃんだよね？　宗二郎の兄の、康一郎です。なんだ、聞いていたよりすごくかわいいじゃないか」

　頭のてっぺんから足の先まで眺め回すように華を見た康一郎がそう言った。どうせ香子が悪口を吹き込んでいたのだろう。

「それで、なんの用ですか？」

「声もかわいいね。ここじゃなんだから、そこのカフェに行かない？　奢るよ」

　まだ会社に籍があると聞いているが無職だろうに、どこから得た金銭なのだ。業務中だからと断ろうと思ったが、目的が気になる。その分、戻ってから働こうと決めて、康一郎の誘いに乗ることにした。

「それで、私になにか？」

　カフェの席に座るなり、華は康一郎にそう尋ねた。

「せっかちだなぁ。まあ、でもそうだな。単刀直入に言うよ。宗二郎に、俺に次期社長の座を譲るようにお願いしてくれないかな」

　予想の範疇ではあったが、二度もその立場を投げ出しておいて本気で言っているのかとその神経を疑う。

「宗二郎は俺と違って優秀だし。どこでだってやっていけるだろう？」

「たしかに宗二郎さんなら自分で会社を起ち上げても成功するでしょうね。代わりに、あなたのような無責任な人間が継いだ三門ＭＳは潰れると思います」

　辛辣な言葉に、康一郎が目を見開く。そんなことを言われるとは思っていなかったのだろう。

「ていうか、突然いなくなって、突然戻ってきて。宗二郎さんに会社を辞めろって言うなんてずいぶん勝手じゃありませんか？」

「え、いや。辞めさせたいわけじゃ、その……」

　しどろもどろになる康一郎に、華はさらに畳みかける。宗二郎が今までどんな思いで会社を守ってきたのか、華は知っている。それを奪おうとするなんて、許せるはずがない。

「宗二郎さんが開発部長になってから、業績はうなぎ登りです。近々新しいプロジェクトにも着手しますし、ご自分のときはどうだったんですか？」

「……分かってる。俺だって、宗二郎が継いだほうがいいと思う。宗二郎は、すごいよなぁ。同じ兄弟なのに、なんでこんなに違うんだろう。でも、なんとか社長にならないと……」

　みるみる萎れていく康一郎に、華は面食らった。どうも康一郎もその立場を望んでいないように思える。

「ちょっとお聞きしたいんですけど、宗二郎さんのことが嫌いというわけじゃないんですよね？」

「まさか！　そりゃ、比べられて辛いこともあったけど、嫌いになったことは一度もないよ。宗二郎は、俺の自慢の弟だ」

　笑顔でそう言う康一郎の言葉に嘘はなさそうだ。てっきり優秀な弟に嫉妬して恋人を奪ったりしているのだと思ったが。

　それならばなぜ過去に宗二郎の恋人を奪ったのか、という質問に対する康一郎の答えは、想像の斜め上をいくものだった。

「だって女性に迫られたら応えないと失礼だろう？　それに対して宗二郎が傷つくなんてことは考えていなかったんだ」

　普通は一番最初に思いつくだろう。どうも康一郎は頭のネジが一本足りないようだ。悪い人間ではないのがまたタチが悪い。

　軽い眩暈を覚えながら、華はまた萎れている康一郎に問いかけた。

「それで、どうして社長になりたいんです？　ご自分でも向いていないのは自覚しているんですよね？」

「もちろんしているよ。実は……生まれて初めて本気になれる女性に出会ったんだ。バリバリのキャリアウーマンのかっこいい女性でね。男前で包容力があって。あ、でも甘えん坊なところもあってかわいいんだ」

　康一郎は昔から絵が好きで、路上で似顔絵を描いたり絵を売ったりして日銭を稼いでいたらしい。そこで今の彼女に出会ったのだという。

「俺は、今の生活が気に入ってるから変えたくはないんだけど。その子が、ちゃんとけじめをつけて、生活の基盤を整えないと付き合えないって言うから。自分の立場を全うしなきゃいけないと思って……」

「彼女が会社を継げって言ったんですか？」

「いや、そうは言ってない。彼女は俺に絵の才能があるって言ってくれるけど、結婚して養えるほどは稼げないし。そのためには会社に戻るしか……」

　華は頭が痛くなってきてこめかみに指を当てた。彼女は間違いなく、康一郎に社長になってほしいとは思っていない。

　康一郎に描いた絵を見せてもらったが、確かに上手い。繊細なタッチと大胆な色使いは唯一無二のものを感じる。

「けじめっていうのは、会社で投げ出したことの責任をきちんと果たしてこいということでは？　分かりやすく言うと……会社を辞めてこいってことです。それと彼女は、絵で暮らしていける道しるべを示してほしかったんじゃないですかね。私も才能があると思いますし、ＳＮＳとか活用すればそれなりに稼げそうですよ。試しに、一枚アップしてみましょうよ」

　機械に疎いという康一郎にやり方を教えながら、数枚、ネット上にアップする。今はＳＮＳで活動の場を広げ、仕事を得られる時代だ。どうなるかは分からないが、なにもしなければチャンスは訪れない。

　できたと子どものように喜ぶ康一郎に、華も笑ってしまう。宗二郎が康一郎のことを〝魔性〟だと言っていたが、たしかに母性本能をくすぐられるような魅力がある。

　憎めない人物ではあるが、宗二郎の兄でなければあまり関わりたくない。まだここにきて三十分も経っていないのにとても疲れた。

　ぐったりしながら飲み物に手を伸ばした華の手を康一郎が掴んだ。

「ありがとう、華ちゃん！　さすが、宗二郎の選んだ人だ。俺、頑張るよ！」

　熱っぽい目で見つめられ、無意識なのか手の甲を指で擦ってくる。これは勘違いする人もいるだろう。だが、いくら宗二郎の兄でも華は不快だ。

「ちょっと……」

　離してくれ、という前に誰かが華の手から康一郎の手を引き離した。肌に馴染んだ体温に包まれてホッとする。顔をあげると、宗二郎が康一郎のことを睨みつけていた。

「兄さん、俺の婚約者に気安く触らないでくれ」

「あ、ごめ……いや、その……」

　突然、弟と再会したことで動揺しているのか、康一郎は口ごもりながら固まってしまった。悪いことをしてきたという自覚はあるのだろう。

「宗二郎さん、会議は？」

「大丈夫だ。終わってすぐ受付の真壁さんが連絡をくれたんだ」

　華のことをすごく心配してくれていたという。本当にいい人だ。あとでお礼に行こうと華は心に決めた。

「それで、兄さん。なんの用ですか？　今までのことは許せても華に手を出すのだけは許さない」

　怖い顔をしている宗二郎を見て、昨夜のことを思い出す。あのとき嫌な顔をしたのは、華を康一郎に会わせたくなかったからなのか。

　宗二郎の傷の深さに改めて気づき、康一郎に対して腹が立ってくる。

「宗二郎さん、大丈夫ですよ。私が好きなのは、あなただけです。そして、今すぐあの頭のネジが一本足りない人にこれまでのことを謝らせますからね」

　康一郎に過去に宗二郎にしたこと、会社のことも含めて謝罪するように話すと、彼は素直に頭を下げた。宗二郎が医師の夢を諦めたことは知らなかったようだが、今後宗二郎に迷惑をかけるようなことはしないでほしい。

　鼻息も荒く康一郎に説教をする華を見て、宗二郎がぷっと吹き出した。

「ふっ、ふふふっ。本当に、華には敵わないな」

「え!?　宗二郎が……笑った」

　康一郎が驚愕の表情を浮かべる。宗二郎の笑顔を見るのは、十数年振りだという。そういえば顔合わせでも、少し表情を緩めただけで一雄が大騒ぎしていた。

　和やかな空気が流れているが、宗二郎に今までしたことを許したわけではない。そう釘を刺してから、華は急いで仕事に戻った。






「ごめん」

　家に帰ってきてすぐ、宗二郎は華に謝った。あれから康一郎は、宗二郎とともに一雄のもとへ行き、正式に会社を退職したらしい。一雄にもこれまでのことを謝罪し、自分がやりたいことを頑張ると宣言したようだ。

　香子のことも自分がなんとかするから宗二郎は気にしなくていいと言われ、実家には寄らずに帰ってきたという。

　謝罪の意味を考えて、華はふっと笑った。

「それは、身内が迷惑をかけてってこと？　それとも、私の心変わりを疑ったことへの謝罪？」

　宗二郎が気まずげに視線を逸らす。ということは、やはり後者だったのだろう。

「私の気持ちを疑うなんて、ひどい」

「……本当にすまない」

「ダメ、許さない。だから、宗二郎さんは今から私の言うことを聞いてください」

　宗二郎は戸惑いの表情を見せたが、拒否する権利はないと思ったのだろう。素直に頷いた。

　これはチャンスだ。今日こそ宗二郎を満足させてみせる。そう思ったのだが……。






「ああっ！　ひあ、触らないでって……言ったのに」

　いつも通り組み敷かれ、先に達してしまった華は抗議の声をあげた。

「触ってない。入れただけだ」

　この理屈で指を入れられ、それが肉茎に変わった。気持ちとは裏腹に、彼のものを喜んで受け入れている自分の身体が憎い。

「屁理屈、ひどっ……今日は、私がって……もう！」

　思い通りにいかず涙を零す華に驚いて、宗二郎は動きを止めた。

「ごめん。そんなに嫌だったか？」

「あ、やだぁ」

　自身を引き抜こうとした宗二郎の腰に足を絡めて引き止める。やめて欲しいわけではない。ただ……。

「いつも私ばかり気持ちよくなってるから、私がしてあげたかったの。昨日もしたし、疲れちゃうでしょ」

「そんなことを考えていたのか？　最近やけに積極的だったのは、そういうことか……」

「もう、真剣に悩んでたのになんで笑うの」

　ニヤついている宗二郎の肩を軽く叩く。ごめんと謝っているが、頬は緩んだままだ。

「本当に、華はかわいい。俺もいつも気持ちいいよ。毎日挿れたいと思ってるくらいだから、疲れない。だから、そんなこと考えなくていい」

　本当にそうなのだろうか。疑いの目を向ける華に、宗二郎は困ったように笑った。

「俺、愛されているな」

「今さら？」

「そういえば、華は俺のどこが好きなんだ？」

　確かに伝えたことがなかったなと思い、首に手を回して宗二郎を引き寄せる。チュッとキスをしてから微笑んだ。

「苦労性なところ」

　予想外すぎる答えだったのだろう、宗二郎がピシリと固まった。それから華の上に崩れ落ちるようにして笑い出す。

「あっ、ちょっと、宗二郎さん。笑わないで」

　宗二郎の身体が揺れるたび、中に入ったままの肉棒が華のいいところを擦り緩い快感が走る。

「はははっ、ごめん。確かにそれは俺のアイデンティティだ。じゃあ、続きをするよ」

　ぐちゅりという水音をさせ、宗二郎のものが限界まで引き抜かれ、一気に最奥を貫く。

「ああぁっ」

「他では敵わないんだから、ベッドの上でくらい主導権を握らせてくれ」

　そんな宗二郎の呟きは、快感の波にのまれた華の耳には届かなかった。華はきっと、これからも『宗二郎を満足させる』という目標を諦めないだろう。

　それはそれで楽しめそうで、宗二郎は律動を速めながら微笑んだ。

　もうこれ以上ないくらいに満たされているというのに、本当に彼女といると毎日が楽しい。

「はっ、はあっ……くっ、愛しているよ、華」

　絶頂を迎え、膣壁が宗二郎のものに絡みついて締めつける。宗二郎しか知らない、華から与えられる極上の快楽に浸りながら、最奥に欲望を放った。

　ビクビクと余韻に震える華の身体を抱きしめて、柔らかな唇に口づける。

　自分が苦労性であることは自覚があったが、まさかそこを好きだと言われるとは思わなかった。だが、それがなんとも華らしい。

　本当に、彼女には敵わない。早く名実ともに自分のものにしたい。結婚式など面倒だ。婚約期間などなくていいのに。

　そう思っていた宗二郎だったが、そう遠くない未来にその考えを撤回することになるのだった。






　一年後。

　ふたりは有名なホテルで結婚式を挙げることになった。

　大企業の御曹司との式はやはり大変で、途中で準備を投げ出したくなった。だが、本番を迎えて大勢の人が祝福してくれているのを見たら頑張ってよかったと思う。

「おめでとう！　宗二郎、華ちゃん」

　満面の笑みで声をかけてきた康一郎の隣には背の高い女性がいて、その女性のお腹は大きく膨らんでいる。

　康一郎はあのとき華に手伝ってもらいながらＳＮＳに投稿した絵がきっかけで、イラストレーターとして成功している。そして、一目惚れした女性と付き合い始め、二ヶ月で子どもができて結婚した。

　実は康一郎がそうなるように仕向けたのではないかと華は思っている。彼は、案外したたかな男だ。心を入れ替えたようだが、義姉の幸せを祈るばかりである。

「華、とても綺麗だ」

　隣にいる宗二郎を見上げて、ふふふっと微笑む。

「今日何回目？」

「何度だって言いたい。かわいすぎて、一時だって目を離したくない。結婚式なんて面倒だと思っていたが、やってよかった。本当に綺麗だ」

　熱っぽい瞳で囁かれて、さすがに恥ずかしくなる。この日のために、いつも以上に美容を頑張った甲斐があった。ドレスもメイクも、夕子がアドバイスをくれたおかげで最高の自分になれたと思う。

「宗二郎さんも世界で一番かっこいい」

　白いタキシードに身を包んだ宗二郎は、本当に素敵で見惚れてしまう。衣装合わせでも見ていたが、青空の下だと魅力が百倍増しだ。

　あの脅迫状から始まった人生最初で最後の恋。あの日、間違って華の元に届いたのもきっと運命だった。

　宗二郎と恋人になって、大好きだったゲームをする時間も、読書をする時間も減った。それ以上に彼と過ごす時間が大切だから。ひとりでいるのが好きだったのに、もうそんな気持ちを思い出せない。

「おめでとう！」

「おめでとうございます！」

　祝福の声に溢れるフラワーシャワーの中を、宗二郎と腕を組んで歩く。

　間違いなく、今まで生きてきた中で一番幸せだ。きっと、この気持ちをたくさん更新していくのだろう。

　平凡をなによりも愛していた自分が、それと対極にいる男性と結婚するなんて、本当に人生なにが起こるか分からない。

「宗二郎さん、愛しています」

　コッソリと伝えると、宗二郎は俺もだと嬉しそうに微笑んだ。招待客からどよめきが起こる。宗二郎の笑顔は、華以外の前では今も相当なレアだ。

　これからも彼をたくさん笑顔にして、そうやって一緒に年を取っていきたい。宗二郎を笑わせられるのは、華だけなのだから。
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